


　
火
災
防
ぎ
ょ
に
失
敗
し
な
い
こ
と

。

　
人
命
を
尊
び
財
を
保
護
す
る
た
め
に

一

、
人
命
の
尊
重

　
法
を
守
り

、
法
に
遵
い

、
法
を
実
践
す
る
こ
と

。

尾

道

消

防

訓

一

、
順
法
の
精
神

　
奉
仕
精
神
を
忘
れ
な
い
こ
と

。

一

、
奉
仕
の
精
神

　
研
修
に
励
み

、
訓
練
を
怠
ら
な
い
こ
と

。

一

、
研
修
と
訓
練

　
和
を
尊
び
和
を
図
る
こ
と

。

一

、
和
衷
協
同



＜ は  し  が  き  ＞  

 

本書は、令和４年中における尾道市消防局の消防行政全  

 

般にわたる実績及び統計を収録し、将来の参考に資すると  

 

ともに、広く一般に紹介するために作成したものでありま  

 

す。  

 

 本書の諸表は、令和４年１２月３１日現在をもって収録  

 

したものでありますが、一部これによらないものについて  

 

は、当該表に記載している現在日（「年度」とあるのは４  

 

月～翌年３月）によるものであります。  

 

 

 

 令和５年６月  

 

 

 

 

                 尾道市消防局  
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尾道市消防局管内の概況 

 

 

 

 

 

令和５年４月１日現在 

 

 地 勢 

尾道市は、地形的には平地部が少なく、尾道水道の海岸線に沿って帯状に市街地を形成している。 

交通網は、山陽新幹線及び山陽本線が東西に貫き、国道２号もほぼこれに並走、また、山陽自動車

道の尾道インターチェンジ、山陽と山陰を結ぶ幹線道路（中国横断自動車道尾道松江線）、さらに

は、本州四国連絡橋尾道・今治ルートの西瀬戸自動車道（瀬戸内しまなみ海道）の拠点都市である。 

尾道市の南部には、平成１８年１月１０日に合併し尾道市となった因島、生口島及び高根島が位

置し、因島の地形は、瀬戸内海の多くの島と同様に急峻で平地に乏しく、標高３９０ｍの奥山を

最高峰としておおむね１００ｍから３００ｍの山嶺が起伏する中を青影山、奥山などの山系が

島を南北に二分している。 

生口島及び高根島は、東を因島、北を佐木島、西を大三島、南を伯方島に取り囲まれた瀬戸

内海の中央に位置し、地形は、生口島（標高４７２．３m の観音山)及び高根島（標高３１０．２ｍの高根

山）のいずれも島の中央部に山脈が縦貫し､南北は分水嶺を形成している急傾斜地であり、その中腹か

ら海岸部にかけて柑橘栽培が行われ、その味と品質は全国的に知られている。 
 

 気 象 

管内の気候は、瀬戸内型気候の特徴として温暖であり、中国・四国山脈に遮られた地形から、四季を

通じて温和な地域である。 

      区 分 

市町村 

面  積 

（ｋ㎡） 

世 帯 数 

（世帯） 

人  口 

（人） 

尾   道   市 284.88  64,055   129,314  

 

東経 113度 14分 

北緯  34度 25分 



西　暦 年　　　月 概    　　　　要

1948年   昭和23年 3月  消防組織法施行に伴い、尾道市消防本部、尾道市消防署を尾道市土堂一丁
　  目に設置。（職員２２名配置）
          11月  消防艇「きり」・「たき」購入。（総トン数４.９８ｔ）

1949年       24年 2月  尾道市消防署海上出張所を尾道市土堂二丁目中央桟橋に設置、消防艇２隻
 配置。（職員１０名配置）

1950年       25年 1月  尾道市消防団事務を尾道市役所公安保健課から尾道市消防本部へ移管
1951年       26年 2月  尾道市消防署東部出張所を尾道市久保二丁目に設置。（職員１０名配置）

           4月  御調郡深田村の内、大字久山田地区が尾道市に合併、久山田町と改称
          11月  水槽付消防ポンプ自動車１台購入

1952年       27年12月  消防艇「きり」使用不能のため１１月廃船。１２月同「きり」の船体を建
 造。（神原造船）

1953年       28年 4月  消防ポンプ自動車１台更新
          10月  消防艇「たき」使用不能のため廃船
          11月  小型動力ポンプ１台購入

1954年       29年 3月  御調郡美ノ郷村、木ノ庄村、原田村、尾道市に合併、美ノ郷町、木ノ庄町
 原田町と改称

           9月  洞爺丸台風により市内の床上・床下浸水家屋６,８１０戸の被害
1955年       30年 2月  沼隈郡高須村、西村、尾道市に合併、高須町、西藤町と改称

           4月  沼隈郡百島村、尾道市に合併、百島町と改称
           8月  尾道市十四日町に尾道市消防本部、尾道市消防署庁舎第１期工事完成移転

1956年       31年 2月  消防庁舎第２期工事完成
           2月  尾道市消防署東部出張所を廃止、本署に統合
           8月  尾道電話局が完成しダイヤル式となり、火災専用電話１１９番を導入
          12月  尾道市消防団事務を尾道市総務課へ移管

1957年       32年 1月  沼隈郡浦崎村、尾道市と合併、浦崎町と改称
          10月  消防庁舎第３期工事完成
          11月  消防ポンプ自動車１台購入
          11月  消防用無線電話 （周波数２,１２０ ＫＣ３Ｗ 基地局１台、陸上移動局２ 

 台）設置
1959年       34年 2月  日本損害保険協会から消防ポンプ自動車１台寄贈。（第１回）
1960年       35年 3月  尾道市危険物安全協会設立
1961年       36年10月  機構改革に伴い尾道市消防団事務を尾道市総務課から尾道市消防本部へ移

 管
1962年       37年11月  救急自動車１台購入。救急業務開始
1964年       39年 2月  尾道市三軒家町大火
1965年       40年 2月  水槽付消防ポンプ自動車１台購入

           3月  救急自動車２台匿名寄贈
           4月  尾道市消防音楽隊発足。（隊員１５名）

1967年       42年 7月  特別機動隊（赤バイ）活動開始
          10月  広報車１台新配置
          11月  尾道市青年会議所から軽四輪積載車１台寄贈
          12月  消防ポンプ自動車１台購入

1968年       43年 3月  日本損害保険協会から水槽付消防ポンプ自動車１台寄贈。（第２回）
          10月  千光寺ロープウェイ山頂駅構内に消防用無線基地局設置

1970年       45年 4月  御調郡向東町、尾道市に合併
          12月  消防ポンプ自動車１台購入

           12月  救急自動車１台匿名寄贈
1971年       46年11月  救急自動車（国消型）１台購入
1972年       47年 3月  救命索発射銃一式購入

尾　道　市　消　防　局　の　沿　革
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           9月  小型動力ポンプ付積載車１台購入
          11月  尾道市消防音楽隊解散

1973年       48年 1月  尾道市西則末町１２番４０号に消防庁舎新築着工
           3月  消防艇「きり」使用不能のため廃船
           3月  尾道地区消防組合規約尾道市議会において議決
           3月  尾道地区消防組合規約向島町議会において議決
           3月  一部事務組合（尾道地区消防組合）設立許可。（県知事）
           4月  尾道地区消防本部、尾道消防署発足。向島分署開設。（職員１１名配置）
          10月  瑠璃ライオンズクラブから救急自動車１台寄贈
          12月  新消防庁舎完成。（職員５６名配置）
          12月  尾道消防署元町出張所開設。（職員１０名配置）

1974年       49年 1月  はしご付消防ポンプ自動車購入。（３０ｍ級）
           1月  尾道地区消防本部、尾道消防署庁舎開庁式。（消防庁長官出席）
           1月  尾道市土堂二丁目「湯浅内科病院火災」
           2月  尾道市土堂二丁目「４番街区火災」
           5月  尾道青年会議所から広報査察車寄贈
           7月  職員定数条例改正。（１０８名）
           8月  消防ポンプ自動車１台購入。（ＢＤ－I 型）
           8月  元町出張所を元町分署に昇格改称。（職員１９名配置）
           8月  尾道消防署向島分署庁舎新築着工。（御調郡向島町５４１２番地２）
          12月  小型動力ポンプ付積載車１台購入。（Ｂ３級）
          12月  水槽付消防ポンプ自動車１台購入。（Ⅱ型）

1975年       50年 3月  尾道消防署向島分署庁舎新築落成開庁式。（職員１５名配置）
           5月  花本株式会社から調査車１台寄贈
           7月  救命索発射銃一式購入
           9月  消防用超短波無線電話第２基地局設置。（本部庁舎）
           9月  尾道みなとライオンズクラブから指揮車１台寄贈
          11月  化学消防ポンプ自動車購入

1976年       51年 6月  花本株式会社から査察車１台寄贈
           9月  三軒家町、西久保町「台風１７号被害」
          10月  尾道市夜間救急診療所開設

1977年       52年 3月  日本自動車工業会から救急自動車１台寄贈
           5月  防災器具購入。（発電機３.５ｋＷ ２台、１.８ｋＷ ２台、投光器等）
           9月  気象観測器具購入。（指示風向風速計・観測指示温湿度計）
           9月  日本損害保険協会から水槽付消防ポンプ自動車１台寄贈。（第３回）

1978年       53年 3月  自治体消防発足３０周年記念尾道消防大会を尾道市門田町の消防本部前広
 場において挙行

           3月  向島ライオンズクラブから救急自動車（国消２Ｂ型）１台寄贈
           3月  尾道消防「３０年のあゆみ」発行
           6月  救助用ゴムボート（６人乗）購入
           8月  消防ポンプ自動車（Ａ２級）１台購入
           8月  小型動力ポンプ付積載車１台購入
          10月  尾道地区消防組合訓練用地取得造成。（取得造成面積２７１.１３㎡）
          11月  向島分署庁舎増築工事完成。（会議室増築４０.４９５㎡）

1979年       54年 3月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１Ｗ）２台購入
           3月  元町分署庁舎改造工事完成。（第１期工事－食堂・浴室・便所）
           6月  久保二丁目大火
           7月  小型動力ポンプ付積載車１台購入
          10月  防火委員制度発足
          11月  元町分署庁舎改造工事完成。(第２期工事－待機室・仮眠室教養娯楽室等)
          12月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１Ｗ５台・基地局及び制御機）購入

1980年       55年 3月  消防庁長官表彰　竿頭綬
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           4月  尾道地域救急医療情報センター運営開始
           7月  尾道ライオンズクラブから救急用担架（ＴＳ式９型）２台寄贈
           8月  尾道ライオンズクラブから救急用人工そ生器（ニューレサシテーター）１

 台、酸素ボンベ２本寄贈
          11月  消防広報車１台購入
          12月  共和工機株式会社から救急自動車購入資金として１００万円寄附
          12月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１０Ｗ）３台購入

1981年       56年 3月  丸和石油株式会社から査察車１台寄贈
          10月  尾道瑠璃ライオンズクラブからレサシアン（心肺そ生訓練用マネキン）１

 体寄贈
          11月  消防ポンプ自動車（ＢＤ－Ⅰ型）１台購入
          11月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１０Ｗ）１台購入
          11月  水槽付消防ポンプ自動車１台廃車。（９号車）
          11月  福田幸枝（共和工機株式会社会長）、福田邦利（共和工機株式会社社長）

 から救急自動車購入資金として１００万円寄附
          11月  救急自動車１台廃車。（２号車）
          12月  社団法人日本損害保険協会から救急自動車（２Ｂ型）１台寄贈
          12月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１０Ｗ）１台購入

1982年       57年 3月  消防ポンプ自動車（ＢＤ－Ⅰ型）１台購入
           3月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１０Ｗ）１台購入
           3月  救急自動車（２Ｂ型）１台購入
           3月  百島町婦人消防隊結成
           7月  栗原少年消防クラブ結成
           8月  連絡車購入
           9月  元町分署望楼撤去
          11月  向島ライオンズクラブから救急自動車（２Ｂ型）１台寄贈
          11月  照明付救助工作車購入
          12月  尾道ライオンズクラブから映画フイルム１巻、スライド１組寄贈

1983年       58年 2月  木ノ庄西少年消防クラブ結成
           3月  花本株式会社から消防施設整備資金として１００万円寄附
           7月  南久保消防隊結成
           9月  指揮車１台購入
          10月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台購入
          11月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１０Ｗ）２台購入
          11月  西藤町火災救急着信専用電話開設

1984年       59年 2月  尾道市栗原東二丁目「青山病院火災」
           3月  査察車１台購入
           8月  日本消防協会から消防用緊急伝達器材（陸上移動局１Ｗ）１０台寄贈
          11月  尾道ライオンズクラブからレサシベビー１体寄贈
          11月  小型動力ポンプ付積載車１台購入

1985年       60年 2月  消防ポンプ自動車（ＢＤ－Ⅰ型）１台購入
           2月  消防ポンプ自動車１台廃車。（１１号車）
           3月  尾道消防署⇔尾道警察署専用回線電話開設
          11月  水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ型）１台購入
          11月  日本電信電話株式会社松永電報電話局管内であった尾道市西藤、高須、浦

 崎、百島の４町の局番が尾道市の行政区域に併せ尾道電報電話局管内に統
 一編入され異行政区域の消防通報電話解消

          12月  水槽付消防ポンプ自動車１台廃車。（１３号車）
          12月  広島県同栄社共済農業共同組合連合会から救急自動車（２Ｂ型）１台寄贈

1986年       61年 1月  救急自動車１台尾道市立市民病院へ無償譲与。（救急３号車）
           2月  尾道ライオンズクラブから小児用そ生訓練用マネキン１体、移動用映写ス

 クリーン１台寄贈
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      　　 3月  消防庁長官表彰旗
           3月  尾道地区消防組合消防訓練場用地取得。（取得造成面積９０８.１１㎡）
          12月  高速ファクシミリ装置導入　ＰＡＮＡＦＡＸ ＵＦ－1000ＧＸ　改造機

 （有・無線切換装置内蔵型）１台
          12月  事務連絡用ファクシミリ導入　ＮＥＣ－ＮＥＦＡＸ－20（電話機内蔵タイ

 プ）２台
          12月  救急業務用地図等検索装置導入　ＮＥＯＦＩＬＥ－2000ＭＰ 一式
          12月  パーソナルコンピューター導入　Ｎ5200－モデル07 １台

1987年       62年 1月  パーソナルコンピューター運用開始
           3月  救急業務用地図等検索装置運用開始
           3月  屋内訓練場完成。（消防本部１階仮眠室を改造）
          10月  広島県内広域消防相互応援協定書締結。(１２市６８町６村１２消防組合)
          11月  向島ライオンズクラブから結成２０周年を記念して救急自動車（２Ｂ型）

 １台寄贈
          11月  救急自動車（救急６号車）御調郡向島町へ無償譲与
          11月  火災焼死者防止大会開催～大会宣言採択
          12月  広島ガス株式会社から救急自動車（２Ｂ型）１台寄贈
          12月  救急自動車（救急２号車）尾道市立市民病院へ無償譲与

1988年       63年 3月  消防救急通信指令システムの整備運用開始
           4月  消防訓練場へ資機材倉庫（鉄骨プレハブ造平家建）設置。(延床面積４１.

 ５１８㎡)
           6月  自治体消防制度発足４０周年を記念して防災講演会開催。

 （気象災害と防災～気象解説者　宮澤清治氏）
           6月  災害時の通信確保のため衛星通信を利用した衛星経由の１１９番回線（２

 回線）を設置
           8月  日本損害保険協会から水槽付消防ポンプ自動車１台寄贈。（第４回）
           8月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１０Ｗ）１台購入
           9月  水槽付消防ポンプ自動車１台廃車。（１５号車）
          12月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台購入
          12月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１０Ｗ）１台購入

1989年   平成元年 1月  消防ポンプ自動車１台廃車。（２２号車）
           1月  １０ｍ級はしご付消防ポンプ自動車１台購入
           1月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１０Ｗ）１台購入
           2月  防災用無線（アマチュア無線機）一式購入整備
           3月  重量物排除用器具（マット型空気ジャッキ一式）購入整備
           6月  消防情報テレホンサービス電話３回線増設し、計５回線とする
          10月  小型動力ポンプ付積載車１台購入
          10月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１０Ｗ）１台購入
          11月  第４０回全国消防長会警防委員会開催。（尾道国際ホテル於）
          11月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１Ｗ）４台購入
          11月  資機材搬送車１台廃車
          11月  小型動力ポンプ付積載車１台資機材搬送車に用途変更

1990年        2年 3月  広島県内航空消防応援協定書及び覚書締結。（広島市と県下８５市町村）
           8月  水難救助用折り畳み式アルミボート１隻購入。

 （船体～富田鉄工所製ＳＳＳ－14型、主機～ヤマハ682Ｃ）
           9月  水難救助用潜水具３組購入
          11月  山波幼年消防クラブ結成
          12月  化学消防ポンプ自動車（Ⅰ型）１台購入
          12月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１０Ｗ）１台購入

1991年        3年 6月  水難救助用潜水具３組購入
           7月  人員搬送車（マイクロバス）尾道市から無償譲与
           8月  花本株式会社から査察車（軽自動車）１台寄贈
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           8月  尾道市浦崎町における救急業務応援に関する協定書及び覚書締結。
 （福山地区消防組合）

           9月  調査広報車１台購入
           9月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１０Ｗ）２台購入
           9月  防火指導用として、１１９番通報訓練装置（ＤＥ－Ⅲ型）１台購入
           9月  資機材搬送車（２４号車）廃車
          10月  化学消防ポンプ自動車（２号車）廃車

1992年        4年 1月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台購入
           1月  救急自動車（２Ｂ型）１台購入
           1月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１０Ｗ）２台購入
           1月  救急自動車（救急３号車）御調郡御調町へ無償譲与
           3月  広島県同栄社共済農業共同組合連合会から救急自動車（２Ｂ型）１台寄贈
           3月  救急自動車（救急１号車）廃車
           4月  職員定数条例改正。（１２８名）
           4月  友愛保育園幼年消防クラブ結成
           7月  救助訓練用人形１体購入
           9月  財団法人日本防火協会から尾道地区少年婦人防火委員会へ防火広報車（い

 すずファーゴ）１台寄贈
            9月  救助袋（垂直式）１基購入

           9月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１Ｗ）２台購入
          10月  救助訓練用安全マット（ＨＢ型、二つ折式）３枚購入
          11月  尾道市美ノ郷町白江５０７番地１へ尾道消防署北分署（仮称）着工
          11月  向島ライオンズクラブから救急自動車（２Ｂ型）１台寄贈
          11月  第１回消防フェアー消防本部庁舎において開催

1993年        5年 1月  広報車（１８号車）廃車
           1月  指揮車１台を調査広報車に名称変更
           2月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台購入
           2月  指揮車（８号車～トヨタビスタ）１台購入
           2月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１０Ｗ）３台購入
           2月  向島町みどりの園幼年消防クラブ結成
           3月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１０Ｗ）１台購入
           3月  査察車（１０号車）廃車
           4月  御調郡御調町が新たに加入し、１市２町により構成。ただし、御調町にお

 ける常備消防活動は、平成５年１０月１日から実施。（広島県知事許可）
           4月  職員定数条例改正。（１４８名）
           4月  御調郡御調町大字大田２６番地１へ尾道消防署御調分署（仮称）着工
           9月  小型動力ポンプ付積載車（４ＷＤ）１台購入
           9月  調査広報車（リベロカーゴ）１台購入
           9月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１Ｗ）７台購入
           9月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１０Ｗ）４台購入
          10月  尾道消防署御調分署庁舎新築落成開庁式。（職員２０名配置）
          10月  尾道消防署北分署庁舎新築落成開庁式。（職員１８名配置）
          10月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）２台購入。（うち１台は４ＷＤ）
          11月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１０Ｗ）２台購入
          11月  救急自動車（２Ｂ型）１台購入
          11月  御調郡向島町の高見山に消防用無線中継局設置
          11月  無線統制台購入整備
          12月  消防ポンプ自動車（ＢＤ－Ⅰ型）３台廃車

1994年        6年 2月  救助訓練用安全マット（ＨＢ型、二つ折式）２枚購入
           3月  安田生命保険相互会社から救急自動車（２Ｂ型）１台寄贈
           4月  救急自動車（救急７号車）尾道造船株式会社尾道造船所へ無償譲与
           5月  救助訓練用マット（ＨＢ型、二つ折式）１枚購入
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           7月  猛暑少雨による尾道地区消防本部渇水対策本部設置。（７月１８日～９月
 ８日）

           8月  ８月１１日発生の竹原市の林野火災に対し、延べ４日間、１４隊、７３名
 の応援出動。（焼失面積３７８ヘクタール）

           8月  ８月１７日発生の因島市の林野火災に対し、延べ４日間、３隊、２０名の
 応援出動。（焼失面積５７ヘクタール）

           9月  ９月６日因島市の林野火災の消防応援に対する因島市長感謝状
           9月  ９月２７日竹原市の林野火災の消防応援に対する竹原市長感謝状
          10月  大型油圧式救助器具一式購入
          12月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１０Ｗ）２台購入
          12月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１Ｗ）３台購入
          12月  大型救助器具等搬送車１台購入
          12月  御調町 めぐみ保育園幼年消防クラブ結成
          12月  御調町立西保育所幼年消防クラブ結成
          12月  御調町立北保育所幼年消防クラブ結成
          12月  御調町立中央保育所幼年消防クラブ結成

1995年        7年 1月  １月１７日午前５時４６分ごろ発生の阪神・淡路大震災への消防応援隊派
 遣　神戸市消防局須磨消防署へ１月１７日から１月２５日まで５隊２５名
 派遣し、消防・救助活動を実施

           2月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台購入
           2月  消防用超短波無線電話機（陸上移動局１０Ｗ）１台購入
           2月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台廃車
           2月  資機材運搬車１台廃車
           3月  阪神・淡路大震災への余震対策に伴う消防応援隊派遣

 神戸市消防局須磨消防署へ３月１２日から３月１５日まで１隊５名派遣し
 消防・救助活動を実施

           5月  １月１７日午前５時４６分ごろ発生の阪神・淡路大震災への消防応援に対
 する消防庁長官感謝状

          12月  救急自動車１台廃車
          12月  高規格救急自動車１台購入
          12月  ３５ｍはしご付消防自動車１台購入

1996年        8年 1月  ３０ｍはしご付消防ポンプ自動車１台廃車
           2月  連絡車（普通乗用車）１台購入
           5月  尾道消防（自治体消防）発足５０周年記念事業実行委員会設置
          10月  尾道地区消防本部消防職員委員会設置
          10月  査察車１台購入
          11月  化学防護服４着購入

1997年        9年 1月  全国波無線設備を高見山に設置
           2月  ９項目対応救急自動車１台購入
           3月  査察車１台廃車
           3月  連絡車（軽自動車）購入
           4月  職員定数条例改正。（１４９名）
           4月  尾道消防音楽隊再編結成。（隊員２８名）
           8月  花本功氏から消防施設整備資金として１００万円寄附
          11月  向島ライオンズクラブから調査広報車１台寄贈

1998年       10年 1月  高規格救急自動車１台購入
           5月  救急自動車（救急７号車）１台廃車
          10月  美ノ郷町本郷「台風１０号被害」
          11月  尾道消防(自治体消防)発足５０周年記念式典を尾道市公会堂において挙行
          11月  消防年報(尾道消防発足５０周年記念号)発刊
          12月  松永道路に関する覚書及び実施細目締結。（福山地区消防組合）

1999年       11年 2月  救助工作車Ⅱ型１台購入
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           3月  照明付救助工作車１台廃車
           4月  島しょ部における船舶の使用に関する業務協定書締結
           4月  西瀬戸自動車道消防相互応援協定書締結。
       (因島市瀬戸田町消防組合・越智郡島部消防事務組合・今治地区事務組合)
           4月  西瀬戸自動車道における消防及び救急・救助業務に関する覚書締結。

 (因島市瀬戸田町消防組合・越智郡島部消防事務組合・今治地区事務組合・
 本州四国連絡橋公団第三建設局)

2000年       12年 1月  水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ－Ａ）１台購入
           3月  消防緊急通信指令施設（Ⅱ型）整備運用開始
           4月  職員定数条例改正。（１５３名）
           7月  尾道消防署元町分署新庁舎業務開始
           7月  高規格救急自動車１台購入
           8月  救急自動車（救急６号車）日本パラオ協会へ無償譲与
          10月  人員搬送車１台購入
          12月  人員搬送車１台廃車

2001年       13年 1月  ９項目対応救急自動車１台購入
           3月  救急自動車（救急５号車）日本消防協会へ無償譲与
           3月  職員派遣の取扱に関する協定書。（因島市瀬戸田町消防組合）
           4月  職員定数条例改正。（１５５名）
           9月  調査広報車１台更新
          11月  高規格救急自動車１台更新

2002年       14年 4月  職員定数条例改正。（１５６名）
           8月  査察車１台更新
          12月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台更新

2003年       15年 4月  職員定数条例改正。（１５８名）
2004年       16年 2月  ２月１４日発生の豊田郡瀬戸田町の林野火災に対し、延べ４日間、１１８

 名の応援出動。（焼損面積３９０.９９ヘクタール）
　　　　　 6月  尾道市東尾道１８番２に尾道市消防防災センター新築着工
　　　　　 8月  尾道市新浜一丁目５番３号に尾道消防署西分署庁舎（仮称）新築着工
          10月  尾道地区消防組合へ因島市瀬戸田町消防組合が統合。（広島県知事許可）
          12月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台更新

2005年       17年 4月  職員定数条例改正。（２３０名）
          10月  尾道消防防災センター（尾道地区消防組合消防本部・尾道消防署・尾道市

 防災センター）新庁舎完成移転
          10月  尾道消防署元町分署を尾道消防署西分署に改称
          10月  尾道消防署西分署新庁舎完成移転

2006年       18年 1月  尾道地区消防組合解散（構成市町の合併）
 尾道市消防局設置

           1月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台更新
           4月  職員定数条例改正。（２５３名）
          11月  小型動力ポンプ付積載車１台更新
          12月  ２０ｍはしご付消防自動車１台購入

2007年      19年 1月  １０ｍはしご付消防ポンプ自動車(西はしご車)広島県消防学校へ無償譲与
2008年 　　 20年 1月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台更新

          3月  尾道消防（自治体消防）発足６０周年
          4月  尾道消防署西分署を尾道西消防署に格上げ
          11月  高規格救急自動車１台購入
          12月  小型動力ポンプ付積載車１台更新

2009年       21年 3月  救急患者搬送船「のぞみ」購入　（総トン数　10ｔ）
           7月  救急患者搬送船「ももしま」を尾道市健康推進課から移管 （総トン数 10ｔ）

           7月  救急患者搬送船「のぞみ」運用開始
           7月  救急患者搬送船「ももしま」運用開始
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          10月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台更新
          10月  高規格救急自動車１台購入
          11月  高規格救急自動車１台購入
          11月  救急自動車（２Ｂ型）１台廃車

2010年       22年 2月  高規格救急自動車１台更新
      　　 3月  救急自動車（２Ｂ型）１台廃車
           5月  統合型位置情報通知システム導入

2011年       23年 3月  東日本大震災に伴う緊急消防援助隊派遣
 宮城県名取市へ３月１２日から４月９日まで１０隊８１名派遣し消防・救
 助活動を実施

           8月  調査広報車１台廃車
 指揮車１台購入

      　  10月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台廃車
      　  11月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台更新

2012年       24年 1月  救急自動車（２Ｂ型）１台廃車
      　   4月  職員定数条例改正。（２２１名）
      　  11月  高規格救急自動車１台更新
      　  12月  指揮統制車１台購入
      　  12月  救助工作車Ⅱ型１台更新

2013年 　　　25年10月  調査広報車１台更新
　　　　　10月  資機材搬送車１台購入
　　　　　10月  救助工作車Ⅰ型１台廃車
　　　　　11月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台更新

2014年 　　　26年 4月  尾道市・三原市消防指令センター運用開始
　　　     7月  調査広報車１台更新
　　　    11月  高規格救急自動車１台更新

2015年 　　　27年 1月  指揮車１台廃車
　　　     4月  職員定数条例改正。（２０９名）
　　　     7月  高規格救急自動車１台更新
　　　    11月  調査広報車１台更新
　　　　　12月  水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ－Ａ）１台更新

2016年 　　　28年 3月  救急自動車（２Ｂ型）１台廃車
　　　　　 3月  調査広報車・防火広報車２台廃車
　　　　　 3月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）１台廃車
　　　　　 3月  化学消防ポンプ自動車（Ⅰ型）１台廃車
　　　　　 4月  因島消防署新庁舎完成移転（因島消防署因北出張所を統合）
　　　　　 4月  消防救急デジタル無線システム運用開始

10月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－１型）１台更新
11月  高規格救急自動車１台配備
11月  調査広報車１台配備

2017年 29年 1月  高規格救急自動車１台廃車
3月  査察車１台廃車
4月  因島消防署瀬戸田分署新庁舎完成移転
4月  尾道消防署北分署を尾道消防署北出張所に改称
7月  九州北部豪雨災害に伴う緊急消防援助隊派遣

11月  査察車１台更新
12月  水槽付消防ポンプ自動車（Ⅰ－Ａ）１台更新

2018年 30年 2月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－１型）１台廃車
 3月  尾道消防（自治体消防）発足７０周年
4月  尾道消防署向島分署新庁舎完成移転
7月  調査広報車１台廃車

10月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－１型）１台更新
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10月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－１型）１台廃車
12月  救急患者搬送船「ももしま」廃船
12月  救急患者搬送船「しまなみ」運用開始

2019年 31年 2月  調査広報車１台更新
2019年 令和元年11月  高規格救急自動車２台更新
2020年 2年 3月  消防庁長官表彰（竿頭綬）尾道市消防団と共同受章

3月  高規格救急自動車１台更新
3月  高規格救急自動車１台廃車

12月  調査広報車１台更新
2021年 3年 1月  調査広報車１台廃車

3月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－１型）１台更新
3月  消防ポンプ自動車（ＣＤ－１型）１台廃車
3月  水槽付消防ポンプ自動車（１－Ａ型）１台廃車

12月  ３８ｍ級はしご付消防自動車１台更新
2023年 5年 1月  水槽付消防ポンプ自動車（１－Ａ型）１台更新

2月  高規格救急自動車１台更新
2月  資機材搬送車１台更新
2月  資機材搬送車１台廃車
3月  高規格救急車１台廃車
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代 氏名 在職期間

初 妹 尾 只 夫 ０ 年 ７ 月 昭和２３年　３月　７日～昭和２３年　９月３０日

2 亀 山 助 一 郎 ５ 年 ７ 月 昭和２４年　１月２５日～昭和２９年　８月３１日

3 寺 山 定 一 ５ 年 １ 月 昭和２９年　９月　１日～昭和３４年　９月１８日

4 井 上 秀 夫 ２ 年 ０ 月 昭和３４年　９月１９日～昭和３６年　９月３０日

5 岡 田 好 太 郎 ４ 年 ６ 月 昭和３６年１０月　１日～昭和４１年　４月　１日

6 寺 山 定 一 ３ 年 ０ 月 昭和４１年　４月　１日～昭和４４年　４月　１日

7 岡 田 八 郎 ２ 年 ０ 月 昭和４４年　４月　１日～昭和４６年　４月　１日

8 八 津 川 康 一 １ 年 ５ 月 昭和４６年　４月　１日～昭和４７年　８月２３日

9 植 田 寛 ２ 年 ５ 月 昭和４８年　６月　４日～昭和５０年１０月３１日

10 水 戸 川 一 彦 ４ 年 ０ 月 昭和５０年１１月　１日～昭和５４年１０月３１日

11 高 孝 義 ３ 年 ５ 月 昭和５４年１１月　１日～昭和５８年　３月３１日

12 宮 本 清 ２ 年 ０ 月 昭和５８年　４月　１日～昭和６０年　３月３１日

13 作 田 利 夫 ２ 年 ０ 月 昭和６０年　４月　１日～昭和６２年　３月３１日

14 丸 山 行 男 ２ 年 ０ 月 昭和６２年　４月　１日～平成 元年　３月３１日

15 島 田 操 ２ 年 ０ 月 平成 元年　４月　１日～平成　３年　３月３１日

16 黒 瀬 常 彦 ２ 年 ０ 月 平成　３年　４月　１日～平成　５年　３月３１日

17 村 上 弘 ２ 年 ０ 月 平成　５年　４月　１日～平成　７年　３月３１日

18 丸 山 年 昭 ３ 年 ０ 月 平成　７年　４月　１日～平成１０年　３月３１日

19 岡 本 紀 ３ 年 ０ 月 平成１０年　４月　１日～平成１３年　３月３１日

20 岡 本 英 明 ４ 年 ０ 月 平成１３年　４月　１日～平成１７年　３月３１日

在職年数

 歴代消防長
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代 氏名 在職期間

21 森 上 孝 司 ３ 年 ０ 月 平成１７年　４月　１日～平成２０年　３月３１日

22 尼 子 忠 邦 ２ 年 ０ 月 平成２０年　４月　１日～平成２２年　３月３１日

23 神 原 冨 士 雄 ３ 年 ０ 月 平成２２年　４月　１日～平成２５年　３月３１日

24 溝 川 貢 ３ 年 ０ 月 平成２５年　４月　１日～平成２８年　３月３１日

25 石 井 浩 一 ２ 年 ０ 月 平成２８年　４月　１日～平成３０年　３月３１日

26 井 上 建 次 ２ 年 ０ 月 平成３０年　４月　１日～令和　２年　３月３１日

27 岡 本 光 功 ２ 年 ０ 月 令和　２年　４月　１日～令和　４年　３月３１日

28 前 川 洋 平 １ 年 ０ 月 令和　４年　４月　１日～令和　５年　３月３１日

29 坂 本 勉 年 月 令和　５年　４月　１日～

 　次長　井上　秀夫　 消 防 長 代 理

 　助役　村上　一男　消防長事務取扱

 　次長　小田原光男　消防長職務代理

在職年数

 ※平成１８年１月１０日尾道市消防局設置に伴い、消防局長となる。

    昭和２３年１０月　１日～昭和２４年　１月２４日　

    昭和４７年　８月２４日～昭和４８年　３月３１日　

    昭和４８年　４月　１日～昭和４８年　６月  ３日  

- 13 -



 - 14 - 

消 防 局 の 事 務 分 掌 

○ 総 務 課 

(総務係) 
(1) 組織に関すること。 

(2) 規程等の制定、改廃及び審査に関すること。 

(3) 公印の管守に関すること。 

(4) 文書物件収受、発送及び整理保存に関すること。 

(5) 儀式及び消防表彰に関すること。 

(6) 消防統計に関すること。 

(7) 消防長会事務に関すること。 

(8) 職員の人事に関すること。 

(9) 職員の給与及び諸手当に関すること。 

(10) 職員の階級、任免、分限、懲戒、服務及び表彰に関すること。 

(11) 職員の勤務時間その他勤務条件に関すること。 

(12) 消防職員委員会に関すること。 

(13) 職員の教養、研修に関すること。 

(14) 職員の公務災害補償に関すること。 

(15) 職員の福利厚生に関すること。 

   (16) 市町村職員共済組合に関すること。 

(17) 職員の互助会等に関すること。 

(18) 職員の出張に関すること。 

(19) 庁舎等の管理取締りに関すること。 

(20) 警戒線通行証の交付に関すること。  

(21) 企画に関すること。 

(22) 施設等整備計画に関すること。  

(23)  予算及び決算に関すること。 

(24) 収入及び支出命令に関すること。 

(25) 財産の取得及び処分の手続並びに財産の管理に関すること。 

(26) 備品の管理に関すること。  

(27) 物品の購入及び修繕に関すること。  

(28) 物品の検収に関すること。 

(29) 職員の給与品及び貸与品に関すること。 

(30)  職員の衛生管理に関すること。 

(31)  消防車両等の燃料に関すること。   

(32) その他財政に関すること。  

(33) 尾道市・三原市消防通信指令事務協議会に関すること。 

(34) その他他課の所管に属さない事務に関すること。 

(35) 局及び課の庶務に関すること。 

 

○警 防 課 

(警防第一係 警防第二係) 
(1)  局指揮隊に関すること。 

(2)  警防計画等の総合的企画立案及び調整に関すること。 

  (3) 消防訓練に関すること。 

(4) 安全管理に関すること。 

(5) 火災防ぎょ及び火災調査等に係る装備に関すること。 

(6) 火災防ぎょ及び火災調査等に係る調査研究に関すること。 

(7) 火災調査等及び報告並びに開示に関すること。 

(8) 火災等の統計及び情報に関すること。 

(9) り災証明に関すること。 

(10) 緊急消防援助隊及び相互応援協定に関すること。 

(11) 消防車両等機械器具の整備計画及び保守管理に関すること。 

(12) 消防車両等の事故処理及び損害保険に関すること。 
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(13) 安全運転管理に関すること。 

(14) 開発行為に関すること。 

(15) その他警防に関すること。 

(16) 課の庶務に関すること。 

(救急救助係) 
(1) 救急救助計画の策定及び指導に関すること。 

(2) 救急救助の統計及び情報に関すること。 

(3) 救急救助技術に係る調査研究に関すること。 

(4) 救急救助資器材に係る装備に関すること。 

(5) 救急救助の証明及び開示に関すること。 

(6) 救急救助訓練に関すること。 

(7) 応急手当の普及啓発に関すること。 

(8) 応急手当指導員等の講習に関すること。 

(9) 医療機関等との調整に関すること。 

(10) メディカルコントロール協議会に関すること。 

(11) その他救急救助に関すること。 

(消防係) 

(1)  消防団員の任免、服務、表彰その他身分に関すること。 

(2)  消防団員の報酬等の支給に関すること。 

(3)  消防団員の被服等の貸与に関すること。 

(4)  消防団員等の公務災害に関すること。 

(5)  消防団員の教養訓練及び安全管理に関すること。 

(6)  消防団の施設及び機器の管理に関すること。 

(7)  非常備消防費の予算及び決算に関すること。 

(8)  非常備消防費の収入及び支出命令に関すること。 

(9) 消防水利に関すること。 

(10) 自主防災組織の育成指導に関すること。 

(11) 公印の管守に関すること。 

(12) その他消防団に関すること。  

  

○予 防 課 
(予防係) 

(1) 建築同意事務に関すること。 

(2) 消防用設備等の基準の指導及び検査に関すること。 

(3) 消防用設備等の基準の特例に関すること。 

(4) 消防用設備等の設置に伴う届出に関すること。 

(5) その他消防用設備等に関すること。 

(6) 尾道市火災予防条例（平成１７年条例第２７２号。以下「火災予防条例」という。）に規定

する防火対象物及び火を使用する設備等の届出に関すること。 

(7) 尾道幼少年女性防火委員会に関すること。 

(8) 防火対象物及び危険物施設等の火災予防査察及び火災、流出事故等の調査並びに違反処理

の指導に関すること。 

(9) 火薬貯蔵施設、液化石油ガス及び高圧ガス施設等の災害発生防止等査察及び火災、漏洩事

故等の調査に関すること。 

(10) 消防設備士、消防設備点検資格者及び危険物取扱者に関すること。  

(11) 消防用設備等点検結果報告の統括に関すること。  

(12) 防火管理及び防災管理の指導並びに届出に関すること。  

(13) 火災予防及び防火指導に関すること。  

(14) 防火委員に関すること。  

(15) 防災センターの運営及び指導に関すること。  

(16) 防火対象物実態調査、危険物規制事務調査及び火薬類許可等に関する統計事務並びに報告 

に関すること。 

(17) その他予防に関すること。 
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(18) 課の庶務に関すること。 

 (危険物係) 

(1) 危険物製造所等の許認可及び検査に関すること。 

(2) 高圧ガス保安法（昭和２６年法律第２０４号）及び火薬類取締法（昭和２５年法律第１４ 

９号）に伴う許認可及び検査に関すること。    

(3) 液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律（昭和４２年法律第１４９号）

の指導及び届出並びに意見書及び統計事務に関すること。 

(4) 圧縮アセチレンガス、液化石油ガスその他の火災予防又は消火活動に重大な支障を生ずる

おそれのある物質の届出に関すること。 

(5) 火災予防条例に規定する少量危険物及び指定可燃物の貯蔵取扱いの指導並びに届出に関す

ること。 

(6) 危険物取扱者の講習に関すること。 

(7) 尾道防火協会に関すること。 

(8) その他危険物及び高圧ガス等に関すること。 

 

○通 信 指 令 課 

   (通信指令第一係  通信指令第二係） 

(1) 通信指令業務に関すること。 

(2) 災害通報の受付及び出動指令に関すること。 

(3) 災害情報の収集及び消防活動の情報支援に関すること。 

(4) 気象情報の収集及び伝達に関すること。 

(5) 火災警報の発令及び解除に関すること。 

(6) 高機能消防指令システムの情報管理に関すること。 

(7) 高機能消防指令システム等の整備保全に関すること。 

(8) 救急医療情報等に関すること。 

(9) 職員等の非常招集に関すること。 

(10) 通信指令に係る統計及び情報に関すること。 

(11) 尾道市火災予防規則（平成１７年規則第１７３号）第２９条ただし書の規定による届出の

処理及び保管に関すること。 

(12) 尾道市・三原市消防指令センターに関すること。 

(13) その他通信指令に関すること。 

(14) 課の庶務に関すること。 
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消 防 署 の 事 務 分 掌 

 

(庶務係) 

(1) 職員の服務、研修及び教育訓練に関すること。 

(2) 文書の収発及び簿冊等の管理に関すること。 

(3) 職員の勤務、休暇及び諸手当等の総括管理に関すること。 

(4) 職員の福利厚生に関すること。 

(5) 庁舎及び備品等の保守管理に関すること。 

(6) 公印等の管守に関すること。 

(7) 署の庶務、警防関係の調査報告及び統計の総括に関すること。 

(8) 火災予防条例（平成１７年条例第２７２号）関係（第８７条）届出書の収発及び審査に関すること。 

(9) 消防協力者の表彰上申に関すること。 

(10) その他他の係に属さない事務に関すること。 

(予防・査察係) 
(1) 防火思想の普及及び防火管理の指導に係る署内の総合調整に関すること。 

(2) 予防査察に係る署内の総合調整に関すること。 

(3) 火災の原因及び損害の調査並びに報告の総括に関すること。 

(4) 危険物の規制に関すること。 

(5) 建築同意事務に関すること。 

(6) 消防用設備等の検査に関すること。 

(7) 防火対象物の消防用設備等の維持管理及び消防訓練等の総括に関すること。 

(8) 火災予防及び防火指導等に係る署内の総合調整に関すること。 

(9) 査察台帳の区分及び年間査察実施計画並びに査察に関すること。 

(10) 予防統計（火災統計を含む。）の総括に関すること。 

(11) 予防関係文書（防火指導等を含む。）の収発及び審査の総括に関すること。 

(12) 火災予防条例関係（第８５条、第８６条、第８９条）届出書の収発及び審査の総括に関すること。 

(13) その他予防事務に関すること。 

(警防第一係・警防第二係) 

(1) 水・火災その他災害の警戒及び防ぎょ並びに傷病者の救助及び救急に関すること。 

(2) 警防調査及び消防訓練等に関すること。 

(3) 救助・救急業務等の研修及び教育訓練に関すること。 

(4) 消防訓練計画の樹立及び実施に関すること。 

(5) 火災予防条例関係（第８５条、第８６条、第８７条、第８９条）届出書の収発及び審査に関するこ

と。 

(6) 防火思想の普及及び防火管理の指導に関すること。 

(7) 査察台帳の管理に関すること。 

(8) 消防用設備等の検査の補助に関すること。 

(9) 応急手当の普及啓発に関すること。 

(10) 風水害等の調査報告に関すること。 

(11) 救急統計及び出動統計に関すること。 

(12) 係の職員の勤務、休暇及び諸手当等に関すること。 

(13) 係の庶務、警防、予防関係等の調査報告及び統計に関すること。 

(14) 防火対象物の消防用設備等の維持管理及び消防訓練等に関すること。 

(15) 予防関係文書（防火指導等を含む。）の収発及び審査に関すること。 

(16) 消防訓練場及び機械器具等の管理及び点検に関すること。 

(17) 火災の原因及び損害の調査並びに報告の実施に関すること。 

(18) 係の防火及び救急指導並びに予防査察の実施に関すること。 

(19) 消防協力者の調査及び報告に関すること。 

(20) 消防水利の保全及び点検に関すること。 

(21) その他管内の消防事務に関すること。  

(分署及び出張所) 
    分署及び出張所の事務分掌は、上記各係の事務分掌に基づいて行うものとする。 



尾道市消防局管轄図 
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尾道北 IC 
御調分署 

尾道 JCT 

北出張所 

尾道市消防局 

尾道消防署 

防災センター 

尾道西消防署 

因島消防署 

瀬戸田分署 

向島分署 



 - 19 - 

消防庁舎等現況                                       令和５年４月１日現在 

署 所 名 所 在 地 構 造 

 

敷地面積 

(㎡) 

 

建築面積 

(㎡) 

 

延 面 積 

(㎡) 

尾道消防防災

セ ン タ ー 

尾道市消防局 

尾道消防署 

尾道市東尾道１８番地２ 

〒７２２－００５１ 

℡０８４８（５５）９１２０ 

ＣＦＴ一部鉄骨造 

７階建 

 

6,000.00 

 

2,247.36 

 

5,674.47 

向 島 分 署 

尾道市向島町５９３１番地 

〒７２２－００７３ 

℡０８４８（４４）７１１９ 

鉄骨造 

２階建 

 

2,147.63 

 

582.32 

 

944.21 

御 調 分 署 

尾道市御調町大田２６番地１ 

〒７２２－０３４２ 

℡０８４８（７６）３１１９ 

鉄筋コンクリート造 

２階建 

 

924.76 

 

346.31 

 

607.36 

北 出 張 所 

尾道市美ノ郷町白江５０７番地１ 

〒７２２－０２１３ 

℡０８４８（４８）６１１９ 

鉄筋コンクリート造 

２階建 

 

978.4１ 

 

346.31 

 

607.36 

尾 道 西 

消 防 署 

尾道市新浜一丁目５番３号 

〒７２２－００１４ 

℡０８４８（２２）０１１９ 

ＣＦＴ一部鉄骨造    

４階建 

 

1,475.11 

 

852.95 

 

1,740.73 

因島消防署 

尾道市因島中庄町１３４７番地１ 

〒７２２－２２１１ 

℡０８４５（２４）０１１９ 

鉄骨造 

３階建 
１,394.65 546.11 1,360.90 

瀬戸田分署 

尾道市瀬戸田町鹿田原１番地２９ 

〒７２２－２４１４ 

℡０８４５（２７）４１１９ 

鉄筋コンクリート造 

２階建一部３階 
3,333.34 638.36 1,065.63 

 



通信施設等の現況
設置数

119番受付回線 16   固定　12　携帯　4

    7
(7)

局線（加入回線） 2    ５６－１２２５

専用線 5    

転送回線 2    送信１、受信１

    8
(3)

録音装置 1    情報収集録音装置

非常用指令装置 1    非常用補助台

指令制御装置 1    
電源装置 1    

    7
(7)

自動出動指令装置 1    
指令伝送装置 1    
地図等検索装置 1    
車両運用 1    
無線統制台 1    
消防防災無線設備 1    
消防防災通信指令装置 1    
市街地監視システム装置 1    
行政LANシステム設備 1    
発信地表示システム装置 1    
一般加入電話 7    
庁内専用電話 128  
庁外専用電話 1    

一般加入電話 6    

有･無線切替内蔵型 1    通信指令課

電話機内蔵型 11   

1    
固定局 4    

3    
1    

11   可搬型(４）、卓上型（７）

91   
56   
11   
40   
56   
11   
40   
56   
11   
40   
51   
56   
51   

広島県防災行政無線(固定局） 1    識別信号「防災尾道消防」

無線通信
施設

デジタル携帯
アナログ携帯

統制波１、２、３

防災相互波

活動波

署活動波１、２

活動波１、２、３、４

主運用波１、２、３、４、５、６、７

陸上移動局

可搬型 

可搬型 

可搬型 

統制波

主運用波

車載 １５０MHｚ帯
アナログ携帯 ４００MHｚ帯

車載

デジタル携帯
車載 活動波１、２、３、４

活動波１、２、３、４

携　帯 １W デジタル携帯（４０）署活アナログ携帯（５１）

可搬型 ５W

車載

デジタル携帯

高見山、竜王山、宇根山

１０W 天狗山

車　載 ５W 56   

向島分署、御調分署、北出張所
尾道西消防署、因島消防署、瀬戸田分署

ファクシ
ミリ装置

尾道市消防局、通信指令課、尾道消防署
向島分署、御調分署、北出張所
尾道西消防署、因島消防署、瀬戸田分署

消防情報テレホンサービス(尾道市消防局） ０５７０－０７０－１１９

7.5G 消防局、高見山、竜王山、宇根山　

基地局
２０W

電子指令装置

（自治省Ⅱ型）
尾道警察署、NEXCO西日本、本四高速、
三原警察、広島空港

電子交換機

ひかり電話

内線電話

広島県防災無線装置へ接続

尾道消防署、向島分署、御調分署
北出張所、尾道西消防署、因島消防署
瀬戸田分署　( )は三原市消防本部署所数

署所端末装置

指令回線
尾道消防署、向島分署、御調分署、
北出張所、尾道西消防署、因島消防署
瀬戸田分署　( )は三原市消防本部署所数

活動波１、２、３、４　主運用波
統制波１、２、３
（ ）は三原市消防本部数

無線回線

令和５年４月１日現在 

施設名等 備考

指令装置

NEFAST
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消防相互応援等協定締結状況

区　　　　分 協　　　　　定　　　　　先 締　結　年　月　日

　広島県内の市町村及び消防組合 　昭和６２年１０月　１日　

　広島県内高速道路関係市町及び消防組合 　平成　５年１０月２６日

　越智郡上島町 　平成　８年　４月　１日

　西瀬戸自動車道関係消防本部 　平成１１年　４月　１日

　広島市 　平成　２年　３月　７日

　広島県 　平成　８年　７月１１日

　尾道海上保安部 　昭和５０年　３月１０日

　横浜ゴム株式会社尾道工場 　昭和５０年　６月　７日

　本州四国連絡高速道路株式会社 　昭和５８年１１月３０日

　広島ガス株式会社 　昭和６３年１０月　１日

　三原市消防本部 　平成２０年　３月１５日

　福山地区消防組合 　平成２０年　５月３０日

　歌戸運航株式会社 　平成２１年　３月２７日

　備後商船株式会社 　平成２８年　４月２７日

　尾道地区生コンクリート協同組合 　平成３１年　３月　６日

相 互 応 援 協 定

航空消防応援協定

業　務　協　定
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 歳　出 (単位　千円）

目
常 備 消 防 費

非常備消防費

消 防 施 設 費

消 防 費

歳　　　出　　　合　　　計 2,748,208 2,603,191 145,017

補償補填及び賠償金 0 0 0
公 課 費 312 345 △ 33

備 品 購 入 費 188,400 162,100 26,300
負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 37,183 34,626 2,557

原 材 料 費 250 250 0
公 有 財 産 購 入 費 0 0 0

委 託 料 32,800 37,450 △ 4,650

工 事 請 負 費 122,000 113,000 9,000

役 務 費 1,011 424 587

旅 費 85 85 0
需 用 費 34,800 12,000 22,800

公 課 費 2,464 1,707 757
417,391 360,280 57,111

負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 42,182 42,190 △ 8
補償補填及び賠償金 5 5 0

原 材 料 費 150 150 0
備 品 購 入 費 5,000 5,000 0

委 託 料 54 53 1
使 用 料 及 び 賃 借 料 4,250 2,267 1,983

需 用 費 42,525 43,125 △ 600
役 務 費 2,655 2,454 201

旅 費 55,980 43,980 12,000
交 際 費 50 50 0

恩 給 及 び 退 職 年 金 0 0 0
報 償 費 57,092 26,432 30,660

報 酬 64,581 64,581 0
災 害 補 償 費 1,000 1,000 0

公 課 費 1,254 1,160 94
277,988 232,994 44,994

負 担 金 補 助 及 び 交 付 金 63,697 62,920 777
補償補填及び賠償金 5 5 0

使 用 料 及 び 賃 借 料 7,960 8,153 △ 193
備 品 購 入 費 800 380 420

役 務 費 23,550 23,011 539
委 託 料 92,885 95,166 △ 2,281

交 際 費 0 0 0
需 用 費 102,476 75,360 27,116

報 償 費 140 140 0
旅 費 8,396 5,620 2,776

共 済 費 293,218 290,302 2,916
賃 金 0 0 0

給 料 840,540 832,791 7,749
職 員 手 当 等 610,453 610,383 70

比　　　較
2,052,829 2,009,917 42,912

報 酬 7,455 4,526 2,929

使 用 料 及 び 賃 借 料 550 0 550

令和４・５年度当初予算比較

款 節 令和５年度 令和４年度
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消防予算と決算の比較

令和元年度 2,545,145 2,584,824

令和２年度 2,868,358 2,914,513

令和３年度 2,686,502 2,659,928

令和４年度 2,603,191 2,585,184

令和５年度 2,748,208 ―

消防予算の比較

一般会計予算額 消防費予算額

（A） （B）

令和４年度 59,230,000 2,603,191

令和５年度 59,180,000 2,748,208

消防関係予算と人口・世帯数との比較 令和５年４月１日現在人口･世帯

令和４年度 2,603,191,000

令和５年度 2,748,208,000

（単位　千円）

2,558,088

（単位　千円）

2,763,867

2,531,713

2,605,198

　　　　       種別

年度別
当初予算額 最終予算額 決　算　額

　　　　　     種別
年度別

　　　　　     種別

年度別

    ―    

予　算　額 １人当たり平均 １世帯当たり平均

（B）

比率　　―　（％）

（A）

4.4

4.6

21,252 42,904

（単位　円）

19,879 40,786
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総

数

消

防

正

監

消

防

監

消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補

消

防

士

長

消

防

副

士

長

消

防

士

事

務

職

員

再
任
用
消
防
職
員

205  1      1      6      27    65    66    7      30    1      1（14）

37    1      1      3      9      15    7      -      -      1      （9）

1      1      

1      1      

7      1      3      2      1      
11    1      4      6      （2）

9      1      3      2      3      （2）

8      2      4      2      (5)

86    -      -      1      10    24    30    4      16    -      1（2）
1      1      

35    4      9      14    1      7      （2）
20    2      6      6      1      5      

20    2      6      6      2      3      1

10    2      3      4      1      

30    -      -      1      3      10    11    1      4      -      （2）
1      1      

29    3      10    11    1      4      （2）
52    -      -      1      5      16    18    2      10    -      （1）
1      1      

31    3      10    8      1      9      （1）
20    2      6      10    1      1      

注３：消防局総務課の消防司令補１名は広島県消防学校へ派遣、消防士長１名は広島県防災航空隊へ派遣。

職員の定員・実員推移

年 月 日

　　　階 級 別

　区 分

計

消

防

正

監

消

防

監

消
防
司
令
長

消

防

司

令

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消
防
副
士
長

消

防

士

事

務

職

員

再

任

用

消

防

職

員

定　員 209

実　員 206 1 2 5 26 60 81 6 24 1

定　員 209

実　員 206 1 2 5 23 62 74 8 30 1

定　員 209

実　員 206 1 2 5 25 60 71 10 31 1

定　員 209

実　員 204 1 2 5 26 62 70 8 29 1

定　員 209

実　員 205 1 1 6 27 65 66 7 30 1 1
令和5.4.1

209

209

209

209

令和4.4.1
209

令和3.4.1

令和2.4.1

注１：消防局次長は、通信指令課長兼務　　注２：（　）は、再任用（短時間）職員

尾
道
西

消
防
署

計

署 長

本 署
因
島
消
防
署

計
署 長

本 署

瀬 戸 田 分 署

警 防 課

予 防 課

通 信 指 令 課

尾
道
消
防
署

計

署 長

本 署

向 島 分 署

御 調 分 署

北 出 張 所

平成31.4.1

職 員 配 置 状 況
令和５年４月１日現在

　　　   　　　      階 級 別

  配 置 別

総　　　　　　　数

消
 
 

防
 
 

局

計

消 防 局 長

次 長

総 務 課
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　勤続年数別

階級別

計

５
年
未
満

５年
以上
｜

10年
未満

10年
以上
｜
15年
未満

15年
以上
｜
20年
未満

20年
以上
｜

25年
未満

25年
以上
｜
30年
未満

30
年
以
上

計 205    26    21    22    46    22    8     60    

消 防 正 監 1      1     

消 防 監 1      1     

消 防 司 令 長 6      1     5     

消 防 司 令 27     6     4     17    

消 防 司 令 補 61     29    10    4     18    

消 防 士 長 53     1     12    4     17    6     13    

消 防 副 士 長 25     2     18    5     

消 防 士 30     24    6     

事 務 職 員 1      1     

※ 平均勤続年月数　18年8月

職員勤続年数構成比

職員勤続年数状況
令和５年４月１日現在

12.7 

10.2 10.7 

22.4 

10.7 

3.9 

29.3 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

５年未満 ５～10 10～15 15～20 20～25 25～30 30年以上

（ % ）
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　年齢別

階級別

計

20
歳
未
満

20歳
以上
｜

25歳
未満

25歳
以上
｜
30歳
未満

30歳
以上
｜

35歳
未満

35歳
以上
｜

40歳
未満

40歳
以上
｜
45歳
未満

45歳
以上
｜
50歳
未満

50歳
以上
｜
55歳
未満

55
歳
以
上

計 205  2    19   17   17   46   23   35   31   15   

消 防 正 監 1    1    

消 防 監 1    1    

消防司令長 6    2    4    

消 防 司 令 27   1    13   11   2    

消防司令補 65   24   15   14   9    3    

消 防 士 長 67   7    16   22   7    7    6    2    

消防副士長 7    2    1    3    1    

消 防 士 30   2    19   8    1    

事 務 職 員 1    1    

※ 平均年齢　40.3歳

職員年齢構成比

45～50
50～55
55歳以上

職員年齢状況
令和５年４月１日現在

1.0 

9.3 
8.3 8.3 

22.4 

11.2 

17.1 

15.1 

7.3 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

20歳未満 20～25 25～30 30～35 35～40 40～45 45～50 50～55 55歳以上

（ % ）
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職員研修状況

平成 平成 平成 平成 平成 平成 令和 令和 令和 令和
２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ 元 2 3 4

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

1 1

1 1

1 1

1

1

1

5 4 6 9 2 10 6 3

2 2 2

2 2 2 2 2

2 2 2 2 2

2 2 2 2 2

1 2 2 2 2

7 7 4 4 5 6 1 7 6

4 4 4 4 2 3 3 3 3 3

1 4 4

1 1 1

1 1 1

4 4 2 2 2 4 3 2

4 5 5 4 4 4 2 4 4 4

2 2 2 2 2

2 2 2 2 2

1 1 2 2 1 2 2 2 2 2

2 2 2 1 1 1

特  別  教  育

上 級 救 助 隊 員 コ ー ス

幹 部 教 育

救 助 科

救 命 士 養 成

救 急 科

救 急 救 命 士 （ 再 ） 教 育

初 級 幹 部 科

特 殊 災 害 科

救
急
救
命
士
養
成
所

指 導 救 命 士 養 成 研 修

ビデオ硬性挿管用喉頭鏡講習

広
　
島
　
県
　
消
　
防
　
学
　
校

専 科 教 育
警 防 科

中 級 幹 部 科

消 防 用 設 備 等 課 程

防 火 査 察 課 程

現 場 指 揮 者 養 成 教 育

幹 部 研 修 科

上 級 幹 部 研 修 科

総 合  教 育

幹 部 科

火 災 調 査 課 程

消
防
大
学
校

危 険 物 科

査察業務マネジメントコース

火 災 調 査 科

種　別

危 険 物 課 程

女 性 活 躍 推 進 コ ー ス

初 任 教 育

年度別

警 防 科

救 急 科

予 防 科

救 助 科

専 科 教 育
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68  -    1    1    13  23  27  3    -    -    

-    

1    1    

広 島 県 知 事 4    4    

-    

２５年 2    1    1    

１５年 12  5    7    

全国消防長会会長 36  1    8    12  12  3    

全 国 消 防 長 会
中 国 支 部 支 部 長

11  4    7    

全国消防協会会長 -    

尾 道 市 消 防 局
消 防 局 長

2    1    1    

永年勤続優良消防職員
( 職 務 精 励 ）

尾 道 市 長

令和４年度職員表彰状況

永 年 勤 続 功 労 職 員
（ １ ５ 年 ）

永年勤続優良消防職員

消

防

士

消

防

司

令

永年勤続優良消防職員
( 職 務 精 励 ）

全 国 優 良 消 防 職 員

永年勤続職員

消 防 庁 長 官

　種　　別

計

永 年 勤 続 功 労 章

永 年 勤 続 功 労 者
（ ３ ０ 年 ）

功 労 章

事

務

職

員

計

消

防

正

監

消

防

司

令

補

消

防

士

長

消

防

副

士

長

消

防

司

令

長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　階　級　別

消

防

監
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種丸  別

階 級 別

計

消

防

正

監

消

防

監

消

防

司

令

長

消

防

司

令

消

防

司

令

補

消

防

士

長

消

防

副

士

長

消

防

士

事

務

職

員

（
％

）

実
員
に
対
す
る
比
率

205 1     1     6     27   65   67   7     30   1     

大 型 第 一 種 115 1     5     18   39   40   2     10   56.1%

中 型 175 1     1     6     27   61   56   7     15   1     85.4%

準 中 型 40  1     24   2     13   19.5%

普 通 第 一 種 21  1     1     19   10.2%

自 動 二 輪 129 1     1     3     18   47   46   4     9     62.9%

大 型 特 殊 5    5     2.4%

小 型 特 殊 1    1     0.5%

け ん 引 4    4     2.0%

2    1     1     1.0%

乙 種 49  1     1     1     7     23   13   3     23.9%

丙 種 11  1     3     1     4     1     1     5.4%

甲 種 3    1     2     1.5%

乙 種 22  4     12   6     10.7%

7    1     1     1     4     3.4%

73  1     11   25   20   2     14   35.6%

29  1     4     7     6     8     1     2     14.1%

3    1     1     1     1.5%

3    1     1     1     1.5%

78  1     4     19   32   17   5     38.0%

103 5     31   46   2     19   50.2%

195 1     1     5     27   65   67   7     22   95.1%

59  1     1     3     12   20   16   6     28.8%

10  1     6     3     4.9%

１ 級 6    1     2     3     2.9%

２ 級 60  1     1     4     11   25   13   2     3     29.3%

140 1     4     19   53   46   6     11   68.3%

8    1     1     1     5     3.9%

6    2     1     1     1     1     2.9%

67  1     2     11   24   24   2     3     32.7%

2    1     1     1.0%

47  3     6     23   13   1     1     22.9%

2    1     1     1.0%

4    2     2     2.0%

63  1     1     5     27   26   1     2     30.7%

49  5     20   22   1     1     23.9%

4    2     2     2.0%

180 1     1     5     22   60   67   5     19   87.8%

指 導 救 命 士

ク レ ー ン 運 転 士

特 別 救 助 訓 練 修 了 認 定 書

玉 掛 作 業 免 許

小 型 移 動 式 ク レ ー ン

小型船舶操縦士

ボ イ ラ ー 技 士

ガ ス 溶 接 作 業 主 任 者

電 気 工 事 士

潜 水 士

衛 生 管 理 者

第二種酸素欠乏危険作業主任者

ガ ス 溶 接 技 能 講 習 修 了 者

足 場 の 組 立 て 作 業 主 任 者

第 一 級 陸 上 特 殊 無 線 技 士

第 二 級 陸 上 特 殊 無 線 技 士

救 急 科

救 急 救 命 士

応 急 手 当 指 導 員

救 急 Ⅱ 課 程

救 急 標 準 課 程

令和５年４月１日現在職員の特殊技能資格取得状況

ア マ チ ュ ア 無 線 技 士

救 急 Ⅰ 課 程

実 員

自 動 車
運 転 免 許

自 動 車 整 備 士 ２ 級

危 険 物 取 扱 者

消 防 設 備 士
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予 防 関 係  





令和４年度

政令第2条対象物 政令第6条対象物 政令第2条対象物 政令第6条対象物

3,817 5,254 813 1,207

イ 4 8 2 4

ロ 46 49 20 21

イ 6 7 3 4

ロ 2 25 1 2

ハ

二 2

イ 3 4

ロ 183 187 25 27

187 192 66 69

イ 116 181 34 63

ロ 811 1053 63 82

イ 57 72 26 32

ロ 61 75 23 30

ハ 127 162 46 61

二 13 26 6 13

60 181 25 77

13 18 3 3

イ 1 1 1 1

ロ 1 3 1

1 1

89 110 14 16

イ 578 858 142 223

ロ

イ 36 80 10 19

ロ

373 644 91 161

370 570 72 140

イ 442 459 90 99

ロ 218 250 44 51

14 31 6 8

5 5

政令防火対象物数及び査察実施状況

区 分
　　　　政　令　防　火　対　象　物 　　　　　査　察　実　施　状　況

合 計

1
観 覧 場 ・ 劇 場

公 会 堂 ・ 集 会 場

2

キ ャ バ レ ー 等

遊 技 場 等
性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 を
営 む 店 舗 等

カラオケボックス等

3
料 理 店 等

飲 食 店 等

4 百 貨 店 等

5
旅 館 ・ ホ テ ル

共 同 住 宅 等

6

病 院 ・ 診 療 所

福祉施設（入所施設）

福祉施設（上記以外）

幼 稚 園 等

7 学 校

8 図 書 館 等

9
蒸 気 浴 場 等

公 衆 浴 場

10 車 両 の 停 車 場 等

11 神 社 ・ 寺 院

12
工 場 ・ 作 業 場

テ レ ビ ス タ ジ オ

18 ア ー ケ ー ド

13
駐 車 場 ・ 車 庫

航 空 機 の 格 納 庫

14 倉 庫

15 そ の 他 の 事 業 場

※政令第2条は敷地、政令第6条は棟数で算定

16
特 定 を 含 む 複 合

そ の 他 の 複 合

17 重 要 文 化 財 等
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計 ４階 ５階 ６階 ７階 ８階 ９階 １０階 １１階 １２階 １３階 １４階 １５階

イ

ロ

イ 1 1

ロ

ハ

ニ

イ 1 1

ロ 2 2

イ 27 11 8 3 2 1 2

ロ 167 54 66 8 3 4 1 9 4 4 3 1 10

イ 20 8 6 4 1 1

ロ 6 4 1 1

ハ

ニ 1 1

45 37 5 3

1 1

イ

ロ

3 3

イ 20 16 3 1

ロ

13 イ 2 2

4 3 1

イ 57 33 16 3 4 1

ロ 71 39 17 9 4 1 1

138 102 28 4 1 1 2

566 318 151 35 10 12 3 13 5 4 4 1 10

用途別中高層建築物状況 令和５年４月１日現在

                　　　　　      階 別
   用 途 別

1
観 覧 場 ・ 劇 場

公 会 堂 ・ 集 会 場

2

キ ャ バ レ ー 等

遊 技 場 等

性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 を
営 む 店 舗 等

カラオケボックス等

3
料 理 店 等

飲 食 店 等

4 百 貨 店 等

5
旅 館 ・ ホ テ ル

共 同 住 宅 等

6

病 院 ・ 診 療 所

福祉施設（入所施設）

福祉施設（上記以外）

幼 稚 園 等

7 学 校

8 図 書 館 等

9
蒸 気 浴 場 等

公 衆 浴 場

10 車 両 の 停 車 場 等

11 神 社 ・ 寺 院

12
工 場 ・ 作 業 場

テ レ ビ ス タ ジ オ

そ の 他 の 建 築 物

計

駐 車 場 ・ 車 庫

14 倉 庫

15 そ の 他 の 事 業 場

16
複 合 用 途 （ 特 定 ）

複 合 用 途 （ イ 以 外 ）

- 31 -



　　　　　　月 分
種 別

計 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 令和３年度

新 築 125 6 12 14 6 11 15 8 14 9 13 6 11 126

増 築 11 2 2 3 1 2 1 18

改 築

用 途 変 更 2 1 1 2

移 転

そ の 他 2 2 1

計 140 9 15 14 9 11 16 8 14 9 17 6 12 147

令和３年度 147 14 9 7 19 20 7 11 11 7 8 16 18

　　　　　　　月分
種 別

計 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 令和３年度

鉄 筋 コ ン
ク リ ー ト 造

4 2 1 1 8

鉄 骨 造 55 3 7 5 3 8 5 1 3 5 6 9 62

コ ン ク リ ー ト
ブ ロ ッ ク 造

木 造 74 6 8 9 6 3 6 7 9 3 8 6 3 71

そ の 他 7 3 1 3 6

計 140 9 15 14 9 11 16 8 14 9 17 6 12 147

令和３年度 147 14 9 7 19 20 7 11 11 7 8 16 18

計画通知

工事種別事務処理状況 令和４年度

構造種別事務処理状況 令和４年度

令和元年度 156 124 9 23

年度別建築同意事務処理状況

　　　　　　　　　　区分
年度別

処理件数 確認申請 許可申請

令和３年度 147 109 22 16

平成３０年度 182 133 19 30

令和４年度 140 111 20 9

令和２年度 147 112 19 16
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広報活動実施状況

153 27 9 600 1

防
火
映
画

消
防
見
学

街
頭
広
報

有
線
放
送

回
　
数

1,140 116 4 77 153

令和４年度

種
 
 
 
類
 
 
 
別

計

防
火
講
話

消
防
車
放
水

（
は
し
ご
車
出
動
含

）

消
火
訓
練

（
消
火
設
備

）

消
火
器
使
用
訓
練

避
難
訓
練

消防用設備等免除申請書 38 水 道 断 減 水 届 43

消 防 用 設 備 等 計 画 書 52 道 路 工 事 届 197

避 難 設 備 14 消 防 計 画 届 197

消 防 用 設 備 等 設 置 届 116 消防用設備等点検結果報告書 2,170

着
　
工
　
届

屋 内 消 火 栓 設 備

自 動 火 災 報 知 設 備 75 催 物 開 催 届 0

非 常 警 報 設 備 11 少量危険物・指定可燃物貯蔵取扱い届 58

0 炉・厨房設備・ボイラー等設置届 35

屋 外 消 火 栓 設 備 5 水素ガスを充てんする気球の設置届 0

水 噴 霧 消 火 設 備

14 防 火 管 理 者 選 解 任 届 185

ス プ リ ン ク ラ ー 設 備 6 変電・発電・蓄電池設備設置届 53

消防用設備等関係届出状況 条例関係届出状況 令和４年度

届　　出　　別 件　数
届　　出　　別 件　数

防 火 対 象 物 使 用 開 始 届 251

令和４年度
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危険物施設別の推移状況（５年間）

年度別
製造所等の別

1,265 1,246 1,233 1,221 1,185

408 401 398 391 385

3 3 3 3 3

277 274 271 267 264

78 75 79 79 78

56 56 54 52 51

6 7 7 7 7

62 59 55 53 52

36 38 36 37 36

3 3 3 3 3

36 36 37 36 37

128 124 124 121 118

72 69 69 67 65

4 4 4 3 3

52 51 51 51 50

857 845 835 830 800

740 718 704 688 657

117 127 131 142 143

令和４年度

小 計

小 計

屋 外 貯 蔵 所

令和２年度

総 計

合 計

製 造 所

そ
の
他

少 量 危 険 物

指 定 可 燃 物

合 計

簡易タンク貯蔵所

製

造

所

等

取

扱

所

給 油 取 扱 所

第 1 種 ・ 第 2 種
販 売 取 扱 所

一 般 取 扱 所

令和３年度令和元年度平成30年度

　

貯

　
蔵

　
所

屋 内 貯 蔵 所

屋外タンク貯蔵所

屋内タンク貯蔵所

地下タンク貯蔵所

移動タンク貯蔵所
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危険物製造所等の推移状況        　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和5日年4月１日現在

類別危険物施設状況  令和5年４月１日現在

小

計

屋

内

屋

外

タ

ン

ク

屋

内

タ

ン

ク

地

下

タ

ン

ク

移

動

タ

ン

ク

簡

易

タ

ン

ク

屋

外

小

計

給

油

販

売

一

般

移

送

385 3 264 78 51 7 52 36 3 37 118 65 3 50

1 1 1

383 3 263 77 51 7 52 36 3 37 117 65 3 49

1 1 1

第 ５ 類

第 ６ 類

混 在

単
 
 
 
 

独

第 １ 類

第 ２ 類

第 ３ 類

第 ４ 類

製

造

所

貯 蔵 所 取 扱 所

合 計

　
　　　　　　　製造所の別

　種　　　別

合

計

315
309

301
290 289 286 283 283

277 274 271 267 264

144 143 138 138 137 135 134 133 128 124 124 121 118

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

0

50

100

150

200

250

300

350

系列1

系列2

系列3

- 35 -



令和４年度危険物施設取扱事務処理状況

事務処理内容

設 置 3 3 2 1

変 更 41 4 6 1 2 3 31 7 24

設 置 2 2 2

変 更 38 4 6 1 2 3 28 6 22

水 張

水 圧 1 1 1

基 礎
地 盤

溶 接 部

35 3 2 2 30 4 26

15 15 14 1

10 7 1 1 1 4 3 2 1

1 1 1

74 1 6 6 67 37 30

30 1 11 6 3 2 18 15 3

水 張 62

水 圧

4

22

39

仮 貯 蔵 ・ 仮 取 扱 承 認

許 可 申 請 取 り 下 げ

アセチレン等届・廃止

危険物保安監督者選任・解任届

タ ン ク 検 査
（ 条 例 ）

そ の 他 届 出 等

事 故 発 生 届

品名・数量・倍数変更届

廃 止 届 出

休 止 再 開 届

軽 易 変 更 届

完 成 検 査

完 成 検 査
前 検 査

保 安 検 査

仮 使 用 承 認

予 防 規 程 制 定 認 可

取　　扱　　所

小

計

屋

内

貯

蔵

所

屋

外

タ

ン

ク

貯

蔵

所

簡

易

タ

ン

ク

貯

蔵

所

移

動

タ

ン

ク

貯

蔵

所

屋

外

貯

蔵

所

小

計

給

油

取

扱

所

第

一

種

販

売

取

扱

所

一

般

取

扱

所

許 可 申 請

第

二

種

販

売

取

扱

所

移

送

取

扱

所

          製造所等の別

合

計

製

造

所

貯　　蔵　　所　

屋

内

タ

ン

ク

貯

蔵

所

地

下

タ

ン

ク

貯

蔵

所
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令和４年度火薬類・高圧ガス事務処理状況（県の権限移譲事務）

（火薬類関係）

火薬類の譲渡、譲受及び消費等の許可、保安検査の状況

区 分

譲

受

消

費

許

可

譲

受

許

可

消

費

許

可

煙

火

の

消

費

許

可

そ

の

他

の

許

可

保

安

検

査

そ

の

他

の

届

件 数 3 0 0 11 0 1 20

（高圧ガス関係）

高圧ガス施設の許可、届出及び保安検査の状況

区 分

高

圧

ガ

ス

製

造

許

可

高

圧

ガ

ス

製

造

施

設

変

更

許

可

完

成

検

査

二

種

貯

蔵

所

設

置

届

製

造

事

業

届

販

売

事

業

・

変

更

届

製

造

廃

止

届

危

害

予

防

規

程

販

売

事

業

廃

止

届

そ

の

他

の

届

保

安

検

査

件 数 0 4 4 0 7 4 12 1 6 60 3
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（１）尾道防火協会

部 会 第 １ 部 第 ２ 部 第 ３ 部 第 ４ 部

組 織
（ 業 種 ）

危険物施設
関 係

指 定 防 火
対象物関係

建 築 設 計
消防設備関係

地域団体等

会 員 数 82 259 27 2 370

（２）女性・少年・幼年消防クラブ

　隊　員　数

9

10

40

47

53

25

20

12

19

66

6

8

5

30

37

31

45

50

10

22

11

40

57

57

10

（３）防火委員

委 員 数

81

平成１４．１１．１５

平成１５．　３．　６

平成１５．１１．１１

平成１１．　６．１１

平成１４．　２．２８

平成１３．１１．　８

平成１６．１１．１６

平成２５．　４．　１

平成１８．　２．１５

平成　２．１１．　９

平成　４．１１．１０

平成　６．１２．　８

平成　６．１２．１４

平成　６．１２．１６

平成１１．　６．１０

昭和５９．　７．　１

結　成　年　月　日

昭和４３．　１．２３

昭和５７．　３．２０

昭和５７．　７．１８

昭和５８．　２．１３

昭和５８．　４．　１

計

西 藤 保 育 所 幼 年 消 防 ク ラ ブ

め ぐ み 保 育 園 幼 年 消 防 ク ラ ブ

御 調 西 保 育 所 幼 年 消 防 ク ラ ブ

御 調 中 央 保 育 所 幼 年 消 防 ク ラ ブ

どうえん吉和認定こども園幼年消防クラブ

山 波 和 気 保 育 園 幼 年 消 防 ク ラ ブ

た ち ば な 幼 年 消 防 ク ラ ブ

昭和５９．　４．　１

昭和５９．　７．　１

こ ざ く ら 幼 年 消 防 ク ラ ブ

大 慈 幼 年 消 防 ク ラ ブ

どうえん向島認定こども園幼年消防クラブ

北 幼 年 消 防 ク ラ ブ

友 愛 保 育 園 幼 年 消 防 ク ラ ブ

百 島 町 女 性 消 防 隊

栗 原 少 年 消 防 ク ラ ブ

美 木 原 少 年 消 防 ク ラ ブ

み ゆ き 保 育 所 幼 年 消 防 ク ラ ブ

どうえん尾道中央認定こども園幼年消防クラブ 令和　２．　４．　１

防火組織等

団　　　体　　　名

マ マ 保 育 園 幼 年 消 防 ク ラ ブ

江 奥 保 育 所 幼 年 消 防 ク ラ ブ

Ｍ Ｏ Ｎ Ｄ Ｅ Ｎ 会 幼 年 消 防 ク ラ ブ

向 東 認 定 こ ど も 園 幼 年 消 防 ク ラ ブ

栗 原 和 気 保 育 園 幼 年 消 防 ク ラ ブ

沢 区 女 性 防 火 ク ラ ブ

令和５年４月１日現在

因 島 少 年 消 防 ク ラ ブ 令和　３．１０．２３

特 別 地 域 と し て 指 定 し た 地 域 昭和５４．１０．　１

令和５年４月１日現在

　　　　　　令和５年４月１日現在

選 任 基 準 結 成 年 月 日

浦 崎 認 定 こ ど も 園 幼 年 消 防 ク ラ ブ
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警 防 関 係  





ポンプ

型　式

連 絡 車 軽 乗 用 ダイハツ Ｒ.　１ 650

連 絡 車 小型乗用 ホ ン ダ Ｒ.　１ 1,490

連 絡 車 小型乗用 ト ヨ タ H.１５ 1,990 デジタル５Ｗ

査 察 車 小型特種 ト ヨ タ H.２９ 1,490 デジタル５Ｗ

査 察 車 小型特種 ニッサン H.１４ 1,490 デジタル５Ｗ

指 揮 車 普通特種 ト ヨ タ H.２４ 2,690 デジタル５Ｗ

は し ご 付 消 防 自 動 車 ３ ８ ｍ 級 日 野 R.　３ 8,860 デジタル５Ｗ

化学消防ポンプ自動車 Ⅱ 型 日 野 H.１４ 7,960 Ａ－２ デジタル５Ｗ

消 防 ポ ン プ 自 動 車 Ｃ Ｄ －Ⅰ
型

日 野 R.　３ 4,000 Ａ－２ デジタル５Ｗ

消 防 ポ ン プ 自 動 車 Ｃ Ｄ －Ⅰ
型

日 野 H.２０ 4,000 Ａ－２ デジタル５Ｗ

救 助 工 作 車 Ⅱ 型 日 野 H.２４ 6,400 デジタル５Ｗ

調 査 広 報 車 普通特種 ト ヨ タ H.２６ 1,990 デジタル５Ｗ

小型動力ポンプ付積載車 普通特種 ニッサン H.１８ 1,990 Ｂ－３ デジタル５Ｗ

資 機 材 搬 送 車 普通特種 日 野 H.２５ 4,000 デジタル５Ｗ

高 規 格 救 急 自 動 車 高 規 格 ト ヨ タ H.２１ 2,690 デジタル５Ｗ

高 規 格 救 急 自 動 車 高 規 格 ト ヨ タ H.２６ 2,690 デジタル５Ｗ

高 規 格 救 急 自 動 車 高 規 格 ト ヨ タ H.２１ 2,690 デジタル５Ｗ

人 員 搬 送 車 普通乗合 い す ゞ H.１２ 4,160 デジタル５Ｗ

水槽付消防ポンプ自動車 Ⅰ－Ａ型 日 野 H.２７ 6,400 Ａ－２ デジタル５Ｗ

消 防 ポ ン プ 自 動 車 Ｃ Ｄ －Ⅰ
型

い す ゞ H.１６ 4,770 Ａ－２ デジタル５Ｗ

調 査 広 報 車 小型特種 ト ヨ タ R.　２ 1,490 デジタル５Ｗ

高 規 格 救 急 自 動 車 高 規 格 ト ヨ タ Ｒ.　１ 2,690 デジタル５Ｗ

高 規 格 救 急 自 動 車 高 規 格 ニッサン H.２８ 3,490 デジタル５Ｗ

消 防 ポ ン プ 自 動 車 Ｃ Ｄ －Ⅰ
型

日 野 H.２３ 4,000 Ａ－２ デジタル５Ｗ

小型動力ポンプ付積載車 普通特種 ニッサン H.２０ 2,950 Ｂ－３ デジタル５Ｗ

調 査 広 報 車 小型特種 ホ ン ダ H.２５ 1,490 デジタル５Ｗ

消 防 ポ ン プ 自 動 車 Ｃ Ｄ －Ⅰ
型

日 野 H.３０ 4,000 Ａ－２ デジタル５Ｗ

調 査 広 報 車 小型特種 ニッサン H.１３ 1,490 デジタル５Ｗ

高 規 格 救 急 自 動 車 高 規 格 ニッサン R.　５ 2,480 デジタル５Ｗ

は し ご 付 消 防 自 動 車 ２ ０ ｍ 級 日 野 H.１８ 7,680 デジタル５Ｗ

消 防 ポ ン プ 自 動 車 Ｃ Ｄ －Ⅰ
型

日 野 H.２８ 4,000 Ａ－２ デジタル５Ｗ

消 防 ポ ン プ 自 動 車 Ｃ Ｄ －Ⅰ
型

日 野 H.２１ 4,000 Ａ－２ デジタル５Ｗ

調 査 広 報 車 小型特種 ト ヨ タ H.３１ 1,490 デジタル５Ｗ

資 機 材 搬 送 車 普通特種 ニッサン H.　６ 2,950 デジタル５Ｗ

高 規 格 救 急 自 動 車 高 規 格 ト ヨ タ Ｒ.　１ 2,690 デジタル５Ｗ

小型動力ポンプ付積載車（百島） 普通特種 ト ヨ タ H.　５ 2,440 Ｂ－３ デジタル５Ｗ

患 者 搬 送 車 ( 百 島 ） 普通特種 ト ヨ タ H.　５ 1,990 デジタル５Ｗ

患 者 搬 送 船 ( し ま な み ） ヤンマー H.３０ デジタル５Ｗ

患 者 搬 送 船 ( の ぞ み ）

消 防 ポ ン プ 自 動 車 Ｃ Ｄ －Ⅰ
型

日 野 H.１７ 4,000 Ａ－２ デジタル５Ｗ

水槽付消防ポンプ自動車 Ⅰ－Ａ型 日 野 H.２９ 5,120 Ａ－２ デジタル５Ｗ

救 助 器 具 積 載 車 普通特種 日 野 H.１５ 4,610 デジタル５Ｗ

高 規 格 救 急 自 動 車 高 規 格 ニッサン R.　３ 2,480 デジタル５Ｗ

高 規 格 救 急 自 動 車 高 規 格 ト ヨ タ H.２４ 2,690 デジタル５Ｗ

資 機 材 搬 送 車 普通特種 日 野 R.　５ 4,000 デジタル５Ｗ

調 査 広 報 車 小型特種 ホ ン ダ H.２７ 1,490 デジタル５Ｗ

消 防 ポ ン プ 自 動 車 Ｃ Ｄ －Ⅰ
型

日 野 H.２５ 4,000 Ａ－２ デジタル５Ｗ

水槽付消防ポンプ自動車 Ⅰ－Ｂ 型 日 野 R.　５ 4,000 Ａ－１ デジタル５Ｗ

高 規 格 救 急 自 動 車 高 規 格 ト ヨ タ H.２７ 2,690 デジタル５Ｗ

調 査 広 報 車 普通特種 ニッサン H.２８ 1,590 デジタル５Ｗ

消防自動車等の現況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年４月１日現在

車　　種型　　別

消

　
防

　
局

所属別 年式
排気量

無線機
（ＣＣ）

車　　　　　　別

向
島
分
署

御
調
分
署

本
　
　
　
署

尾

道

消

防

署

瀬
戸
田
分
署

本
　
　
　
署

因

島

消

防

署

北
出
張
所

尾
道
西
消
防
署
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6   1  2  3  

12  1  1  2  1  1  1  3   1  1  

4   1  1  1   1  

4   1  1  1   1  

3   1  1   1  

10  1  2  1  1  1   1  1  2

7   1  1  1  1  2   1  

4   1  1  1   1  

50  2  1  3  9 1  3  1  3  10 -  1  7  2  3  1  1  2  

資

機

材

搬

送

車

高

規

格

救

急

自

動

車

患

者

搬

送

車

2,059

　　φ７５未満

小

型

動

力

ポ

ン

プ

付

積

載

車

救

助

工

作

車

は

し

ご

付

消

防

自

動

車

1,357

　　

そ
の
他

合　　　　　　　　　　　計

プ　　　　ー　　　　ル

　　φ１５０ｍｍ以上

　　φ７５～１５０ｍｍ未満

　　１００㎥以上

　　４０～１００㎥未満

　　２０～４０㎥未満

公

設
　　２０㎥未満

私

設

患

者

搬

送

船

4,588

3,416

連

絡

車

14

　

　

　

　

33

36

518

554

　

　

　　

小　　　　　　　　　　　　　計

私

設

小　　　　　　　　　　　　　計

58

　　　

　　４０～１００㎥未満 　

　　

2

388

　　

310

116

　

　　　

　 　　

海　・　河　川　・　池

　

　

　　２０～４０㎥未満

　　１００㎥以上

小　　　　　　　　　　　　　計

　

114

　　 　 10

　　

　　　　　　　

　

　

　

　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　

　　　　　　　　

救

急

自

動

車

　

査

察

車

調

査

広

報

車

設 置 数

　　令和５年４月１日現在

人

員

搬

送

車

指

揮

車

瀬戸田分署

 

消防水利の現況

　　

　

計

公

設
　

小　　　　　　　　　　　　　計

尾道西消防署

向島分署

御調分署

因島消防署

消

防

ポ

ン

プ

自

動

車

車種別

　　令和5年４月１日現在

北出張所

水

槽

付

消

防

ポ

ン

プ

自

動

車

消防自動車等配置状況

部・署所別

計

化

学

消

防

ポ

ン

プ

自

動

車

消防局

救

助

器

具

積

載

車

尾道消防署

10

　

　　

　　

　　

66

　　φ７５未満 　　　　　　　

消

火

栓

　　 　小　　　　　　　　　　　　　計

　　φ１５０ｍｍ以上 　　

　　φ７５～１５０ｍｍ未満

　

防

火

水

槽

　　 11

種　　　別

58

　　 　 46

　　２０㎥未満
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5 3 1 1

9 3 2 1 1 1 1

9 4 1 1 1 2

5 2 2 1

2 1 1

2 1 1

3 2 1

27 11 1 1 2 4 7 1

12 3 1 1 2 2 2 1

6 2 1 1 1 1

6 3 2 1

2 1 1

10 2 1 1 1 3 2

3 2 1

10 2 1 1 1 1 2 2

22 5 4 3 3 1 2 4

3 2 1

8 2 1 1 1 2 1

11 1 1 1 4 3 1

27 6 2 2 2 2 10 3

2 1 1

74 17 9 8 5 9 17 9

4 2 1 1

1 1

3 2 1

12 5 1 1 1 2 1 1

17 6 2 2 2 2 2 1

9 1 1 1 1 3 1 1

8 8

97 34 8 8 4 23 12 8

5 5

6 2 1 2 1

2 2

163 42 20 17 10 22 32 20

39 31 8

18 4 4 6 4

73 22 8 8 4 11 12 8

2 2

4 3 1

 削岩機

 大型油圧切断機

 鉄線カッター

 ハンマードリル

 可燃性ガス測定器

 空気切断機

 簡易呼吸器

 有害ガス測定器

 酸素濃度測定器

 空気鋸

 防塵マスク

 放射線測定器

 空気呼吸器

 送排風機

測定用器具

 万能斧

 携帯用コンクリート破壊器具

切断用器具

破壊用器具

隊 員
保護用器具

 化学防護服（陽圧式を含む）

 耐熱服

 携帯警報機

 耐電服

 放射線防護服

令和５年４月１日現在消防用資機材等現有状況

 サバイバースリング・救助用縛帯

 可搬式ウインチ

 マット型空気ジャッキ一式
重 量 物
排除用器具

 大型油圧スプレッダー

署所別

種　別

 マンホール救助器具

 エンジンカッター

 チェンソー

呼 吸
保護用器具

 酸素呼吸器

 ガス溶断器

 救命索発射銃

 二連はしご

計

 かぎ付はしご

平担架

 油圧ジャッキ・油圧スプレッダー

 二つ折り梯子

因 島 消 防 署
尾道西
消防署

尾 道 消 防 署

本署
北

出張所

 避難はしご

 空気式救助マット

一　      般
救助用器具

 三連はしご

向 島
分 署

御 調
分 署

本署
瀬戸田
分署

本署
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1 1

1 1

2 2

22 6 14 2

8 1 1 1 2 2 1

2 1 1

168 42 14 14 10 46 29 13

28 4 1 3 2 8 6 4

20 4 16

5 5

1 1

11 5 1 2 1 2

5 1 1 2 1

3 2 1

23 8 2 3 2 3 3 2

40 40

4,060 980 680 520 760 220 360 540

291 97 71 29 43 17 17 17

12 5 1 1 1 1 2 1

82 27 7 6 4 13 22 3

41 13 3 3 3 8 8 3

25 10 2 1 1 3 5 3

30 10 2 3 3 4 5 3

11 4 1 1 1 1 2 1

9 2 1 1 1 1 2 1

11 4 1 1 1 1 2 1

37 10 8 3 4 4 6 2

75 24 3 2 10 30 6

 除染剤散布器
除染用器具

 水溶性液体用泡消火薬剤（㍑）

署所別

 緩降機

 ロープ登降機

消火薬剤等

救急訓練用
資 機 材

 自動式心臓マッサージ器

 ＡＬＳトレーナー

 レサシアン

 AEDトレーナー

救急用器具

 電動式吸引器

 患者監視装置

 心電図伝送装置

 手動式人工呼吸器（バックマスク）

 輸液用資器材

 バスケット担架

 船外機

 水中無線機 

 自動式人工呼吸器

 自動体外式除細動器

 発電機

 油吸着マット（㎏）

 合成界面活性剤（㍑）

 救命胴衣

その他の
救助用器具

 簡易画像探索機

 水中スクーター

山　　　　岳
救助用器具

 除染シャワー

 喉頭鏡

検索用器具

 救命浮環

 水中投光器

水 難
救命用器具

 潜水器具

 救命ボート

消防用資機材等現有状況

本署本署
御 調
分 署

種　別
本署

瀬戸田
分署

計
向 島
分 署

令和５年４月１日現在

北
出張所

尾 道 消 防 署
尾道西
消防署

因 島 消 防 署
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49 99 25 59 22 44 2 5

本署 8 136 1,286 3,917 9 141 2 10 75 308 119 507 22 85 9 53

向島 2 59 1,153 3,466 6 72 128 455 144 503 66 245 2 14

御調 6 35 383 1,152 9 47 121 323 138 412 37 146 7 40

北 2 47 915 2,882 7 51 21 58 117 350 38 121 2 6

小計 18 277 3,737 11,417 31 311 2 10 345 1,144 518 1,772 163 597 20 113

4 172 1,971 5,917 11 356 178 730 135 504 47 163 1 4

本署 6 82 1,249 3,793 11 135 1 4 180 522 177 547 39 124 2 10

瀬戸田 4 40 489 1,471 5 52 45 172 130 449 39 161 2 9 3 10

小計 10 122 1,738 5,264 16 187 1 4 225 694 307 996 78 285 4 19 3 10

32 620 7,446 22,598 58 953 3 14 773 2,627 982 3,316 290 1,050 25 136 3 10

そ　の　他

236 488 21 27 6 232 467

本署 169 471 3 66 201 855 2 41 3 14 193 771 3 29 287 811

向島 91 231 1 32 167 588 23 1 3 165 558 1 4 306 918

御調 58 147 3 13 106 287 3 22 1 3 102 262 309 780

北 69 213 1 24 144 114 4 19 4 9 130 77 6 9 223 584

小計 387 1,062 8 135 618 1,844 9 105 9 29 590 1,668 10 42 1,125 3,093

152 384 9 89 367 1,747 2 57 1 7 352 1,634 12 49 556 1,855

本署 73 205 6 54 211 712 2 26 2 13 206 670 1 3 513 1,008

瀬戸田 42 117 2 20 100 330 3 30 1 3 94 291 2 6 139 428

小計 115 322 8 74 311 1,042 5 56 3 16 300 961 3 9 652 1,436

890 2,256 25 319 1,296 4,666 16 245 13 52 1,242 4,269 25 100 2,565 6,851

回

数

延

人

員

事務連絡
非火災 危険排除

署所別出場状況

延

人

員

延

人

員

延

人

員

延

人

員

捜　索

署　　　　別

回

数

延

人

員

回

数

種　　　　別 救急 救助活動
風水害等の

災害
演習・訓練等

延

人

員

特別警戒広報・指導 警防調査 火災調査

回

数

回

数

延

人

員

回

数

延

人

員

消　　　防　　　局

延

人

員

回

数

延

人

員

回

数

回

数

回

数

回

数

回

数

延

人

員

回

数

延

人

員

尾道消防署

　尾道西消防署

因島消防署

合計

種　　　　別 予防査察

延

人

員

回

数

延

人

員

回

数

延

人

員

消　　　防　　　局

回

数

署　　　　別

回

数

延

人

員

その他ＰＡ連携

回

数

延

人

員

3,382

1,539 4,450

合計

回

　
　
数

延

人

員

517 1,265

尾道消防署

2,190 7,360

2,066 6,583

1,177

6,972

11,921

因島消防署

2,468 7,196

1,000 3,259

3,468

　火　災

令和４年（２０２２年）中

誤報等

10,455

合計 14,388 45,416

21,775

　尾道西消防署 3,431
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１１９番受信状況（回数）

        7         3       14         5         5       10         5       14         2         1         5         6
(       4) (       1) (       9) (       2) (       3) (       3) (       2) (     12) (       2) (       1) (       3) (       4)
〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕
    586     477     525     465     539     572     650     662     628     628     582     689
(   236) (   177) (   209) (   202) (   240) (   228) (   263) (   320) (   264) (   276) (   243) (   307)
〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕
        1         2         3         2         1         3         3 0         3         3         6         2
(       1) (       1) (       3) (       2) (       0) (       2) (       2) (       0) (       3) (       2) (       5) (       2)

6         1         2         1         1         2         1 0         4 0         7         1
(       4) (       1) (       1) (       1) (       0) (       2) (       0) (       0) (       4) (       0) (       5) (       1)

44      16      29      42      34      28      63      93      44      31      38      51      
23)(      9)(        20)(      28)(      19)(      19)(      35)(      63)(      22)(      20)(      27)(      33)(      
7        2        3        6        1        5        3 13      3        1        4        4        
4)(        0)(        1)(        3)(        1)(        2)(        0)(        3)(        0)(        0)(        2)(        3)(        

24 38 50 38 52 35 27 19 39 79 34 40
2)(        2)(        2)(        1)(        0)(        1)(        0)(        0)(        1)(        3)(        0)(        4)(        

149    127    218    110    149    194    154    148    155    210    202    173    
62)(      48)(      92)(      43)(      60)(      71)(      64)(      57)(      62)(      81)(      71)(      69)(      

〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕

824    666    844    669    782    849    906    949    878    953    878    966    

336)(    239)(    337)(    282)(    323)(    328)(    366)(    455)(    358)(    383)(    356)(    423)(    

〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕 〔     0〕

※中段（ ）は、うち携帯電話、下段〔 〕は、Net１１９通報。

火災時の主たる消火用水等使用状況

〔       0〕

合　　　計

１０月 １１月

        77
(       46)

   7,003
(  2,965)

４月 ５月 １２月
区　分

令和４年中

月　別
計 １月 ２月 ３月 ８月 ９月６月 ７月

救 助
        29
(       23)

〔       0〕
救　　　急

そ の 他
災 害

        26
(       19)

火 災 等 の
問い合 わせ

      513
(     318)

   1,989
(     780)

い た ず ら
        52
(       19)

(  4,186)

〔       0〕
そ の 他

令和２年
（２０２０）区　分

消 火 栓 9 23 21

令和３年
（２０２１）

月　別 令和４年
（２０２２）

3 2

自 然 水 利 2 2

そ の 他 2 6 5

16 9 15

計 32 38 45

〔       0〕
火　　　災

使 用 な し

消 火 器

プ ー ル ・ 水 槽

  10,164

 試　　　　験
      475
(       16)
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火 災 統 計  

 

 

 





令和4年 令和3年 令和2年 令和元年

（件） 32 38 45 38

（千円） 69,635 88,830 264,094 68,316

（棟） 30 46 90 47

（㎡） 1,763 1,628 4,342 1,708

（㎡） 28 158 289 65

(ａ) 29 2 26

（人） 2 1 3 1

（人） 8 7 12 10

（人） 22 69 122 64

火災件数 （件） 0.09 0.10 0.12 0.10

損害額 （千円） 191 243 724 187

建物焼損床面積 （㎡） 5 4 12 5

損害額 （千円） 2,176 2,338 5,869 1,798

建物焼損床面積 （㎡） 55 43 96 45

3月
8月

10月 10月 1月

水
土

金 火 土

16時～18時
10時～12時
16時～18時
20時～22時

10時～12時
18時～20時

14時～16時

　火災による死傷者は、死者２名、負傷者８名となっています。

火　災　の　概　要

　令和４年中の尾道市消防局管内における火災件数は３２件で、そのうち建物火災が２２件（６８．

８％)を占めています。出火件数は前年と比較して６件減少しています。
　主な出火原因は、「たばこ」及び「火入れ」が各３件 (各９.４％)、「放火」が２件(６．３％)と

なっています。

り 災 人 員

　損害額は、前年に比べ１９，１９５千円減少しています。

損 害 額

建 物 焼 損 棟 数

建物焼損床面積

建物焼損表面積

林 野 焼 損 面 積

死 者

負 傷 者

火災統計概要（一目統計）

　　　　　　　　　　　　年　別

 区　分

火 災 件 数

火 災 最 多 曜 日

火災最多時間帯

一日
平均

一件
平均

火 災 最 多 月
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令和４年（２０２２年）の火災と前年比較

令和４年 令和３年
増　　△減 増減率　（％）

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ）=（Ａ）－（Ｂ）
　（Ｃ）
　（Ｂ）

出　火　件　数　(件) 32 38 △ 6 △ 15.8

建　　　　　物 22 25 △ 3 △ 12.0

林　　　　　野

車　　　　　両 3 5 △ 2 △ 40.0

船　　　　　舶

そ　　の　　他 7 8 △ 1 △ 12.5

建物焼損棟数（棟） 30 46 △ 16 △ 34.8

全　　　　　焼 9 13 △ 4 △ 30.8

半　　　　　焼 1 4 △ 3 △ 75.0

部　　分　　焼 10 17 △ 7 △ 41.2

ぼ　　　　　や 10 12 △ 2 △ 16.7

建物焼損床面積（㎡） 1,763 1,628 135 8.3

建物焼損表面積（㎡） 28 158 △ 130 △ 82.3

林野焼損面積（ａ） 29 2 27 1,350.0

死　　　　　者（人） 2 1 1 100.0

負　　傷　　者（人） 8 7 1 14.3

り 災 世 帯 数（世帯数） 12 30 △ 18 △ 60.0

全　　　　損 2 8 △ 6 △ 75.0

半　　　　損 2 △ 2 △ 100.0

小　　　　損 10 20 △ 10 △ 50.0

り　災　人　員（人） 22 69 △ 47 △ 68.1

損　　害　　額(千円) 69,635 88,830 △ 19,195 △ 21.6

建　　　物 61,695 87,055 △ 25,360 △ 29.1

林　　　野

車　　　両 7,883 1,714 6,169 359.9

船　　　舶

そ　の　他 57 61 △ 4 △ 6.6

爆　　　発

　　　　    年　別

 区　分 ×100
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計 32 22 3 7 30 9 1 10 10 1,763 28 29 2 8 12 2 10 22 69,635 61,695 7,883 57

１月 2 2 6 4 1 1 311 6 1 2 7,677 7,677

２月 3 1 2 1 1 8 2 406 406

３月 5 3 2 5 1 1 3 66 2 19 1 4 1 3 6 1,313 1,268 45

４月 3 3 4 1 2 1 15 17 9 1 1 3 1,019 1,019

５月 1 1 2

６月 2 2 2 2 58 1 3 3 5 1,862 1,862

７月 3 1 1 1 1 1 3 1 1 1 53 36 7 10

８月 5 3 2 4 2 2 727 41,657 33,781 7,876

９月 2 2 2 2 1 1 2 53 53

１０月 1 1 1 1 697 697

１１月 3 2 1 2 1 1 422 1 5,382 5,380 2

１２月 2 2 2 1 1 156 1 2 1 1 5 9,516 9,516

尾道消防署 18 10 3 5 16 8 1 3 4 1,626 7 29 1 5 2 1 1 5 64,443 56,540 7,883 20

尾道西消防署 4 4 4 2 2 19 2 2 3 554 554

因島消防署 10 8 2 10 1 5 4 137 2 1 3 8 1 7 14 4,638 4,601 37

月別火災概況

　　　　　区
分

　月別

火災件数 焼損棟数 焼損面積

全

焼

半

焼

部

分

焼

ぼ

や

り災世帯数
り

災

人

員

損 害 額 （ 千 円 ）

計

建

物

林

野

車

両

船

舶

そ

の

他

計

死傷者

建

物

表

面

積

林

野

死

者

負

傷

者

計

車

両

船

舶

そ

の

他

爆

発

全

損

半

損

小

損

合

計

建

物

林

野

-
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時間別火災発生状況

曜日別火災発生状況

覚知別火災発生状況

建物 林野 車両 船舶 その他 建物 林野 車両 船舶 その他 床面積 表面積

32 22 3 7 69,635 61,730 7,883 22 1,763 28 29

3 3 2,530 2,530 110 1

4 2 2 699 699 10 17 9

16 10 3 3 64,948 57,055 7,883 10 1,632 6 20

1 1 48 48

1 1 74 74 3

6 5 1 1,334 1,324 10 8 4

1 1 2 2

専用電話(携帯電話)

区分 火　　災　　件　　数 損　　害　　額　　(　　千　円　　) 焼損面積

計
火　　災　　種　　別

計
火　　災　　種　　別 建物

林野
覚知別

計

専用電話(IP電話)

専用電話(固定電話)

加入電話(固定電話)

加入電話(携帯電話)

警察電話

駆け付け通報

事後聞知

火災報知器

その他

0

1

2

3

4

5

6 建物

林野

車両

船舶

0

2

4

6

8

10

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 不明

本年件数 昨年件数
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原因別火災発生状況

床面積 表面積

（㎡） （㎡） （ａ） （人） （人） （千円）

計 32 22 3 7 1,763 28 29 2 8 69,635

たばこ 3 3 39 1 960

こんろ 1 1 16 511

かまど

風呂かまど 1 1 156 1 9,515

炉 1 1 713 33,363

焼却炉

ストーブ

こたつ

ボイラー

煙突・煙道

排気管

電気機器 1 1 3 36

電気装置

電灯・電話等の配線

内燃機関

配線器具 1 1 5 320

火あそび

マッチ・ライター 1 1 2

たき火 1 1 10 1 9 188

溶接機・切断機

灯　火

衝突の火花 1 1 7

取　灰

火入れ 3 3 19 2 10

放　火 2 2 14 418

放火の疑い 1 1

その他 7 6 1 66 1 1 2 2,878

不明・調査中 8 5 2 1 760 7 1 1 2 21,427

損

害

額

建　　物
林

野

　　　　　　区分

原因別

計

建

物

林

野

車

両

船

舶

そ

の

他

焼損面積 死

者

負

傷

者
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計

住

宅

併

用

住

宅

共

同

住

宅

遊

技

場

飲

食

店

物

品

販

売

店

舗

神

社

・

寺

院

工

場

駐

車

場

倉

庫

事

務

所

複

合

用

途

・

特

定

複

合

用

途

・

非

特

定

そ

の

他

計 22 6 2 1 4 2 2 1 4

たばこ 3 1 1 1

こんろ 1 1

かまど

風呂かまど 1 1

炉 1 1

焼却炉

ストーブ

こたつ

ボイラー

煙突・煙道

排気管

電気機器 1 1

電気装置

電灯・電話等の配線

内燃機関

配線器具 1 1

火あそび

マッチ・ライター

たき火 1 1

溶接機・切断機

灯火

衝突の火花

取灰

火入れ

放火 2 2

放火の疑い

その他 6 2 2 1 1

不明・調査中 5 2 1 1 1

建物火災原因別・用途別火災発生状況

用 途

原 因 別

用 途

原 因 別
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建物火災の出火箇所別件数

1 

4 

1 1 

4 

2 2 

1 

2 2 

1 1 

0

1

1

2

2

3

3

4

4

5

空家 作業場・

工場

休憩室 壁内 居室 外周部 調理室

（場）

置場 台所 更衣室 ステージ・

舞台

その他

（件）
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出火日時 出　火　箇　所 用　　途 死　者
（人） 負傷者
（人）

― ４

― 1

― 1

― 1

― 1

― 1

― 1

― 1

― 1

― 1

2

６月１７日

２１時３０分
居室 1

８月２７日

２時５分
機関部（室）

５月４日

１９時５０分
機関部（室）

全焼

主な火災の状況　　（死傷者有り又は損害額５００万円以上・林野焼損５０ａ以上）

焼損程度（棟） 焼損床面積（㎡）

１月１５日

１６時４０分
空家 住宅

全焼
2311 1

部分焼

ぼや

2
２月１２日

１４時３０分
河川敷等

全焼

部分焼
３月２９日

０時００分
居室 店舗、待合 66 1

1

作業場、工場 工場 713
部分焼

全焼
１２月８日

１７時５５分
外周部 住宅 156

共同住宅 39部分焼

８月１７日

１１時００分

１１月１日

０時３０分
ステージ、舞台

旅館、ホテル、宿泊
所、下宿屋

半焼 422
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救急・救助統計  





救急統計の概要　　　　　

　　　　　　　　　　　年　別

区　分

管 内 人 口 人 人

出 場 件 数 件 件

搬 送 人 員 人 人

１ 日 当 た り の 出 場 件 数 件 件

１ 日 当 た り の 搬 送 人 員 人 人

１日当たりの最多出場件数 件 件

人口１万人当たりの出場件数 件 件

管内人口 ／ 搬送人員

救急車出場最多事故種別 急病 4,518 件 急病 3,981 件

救 急 車 出 場 最 多 月 12月 732 件 7月 613 件

救 急 車 出 場 最 多 曜 日 月曜日 1,137 件 月曜日 1,053 件

救急車出場最多時間帯 10時～12時 1,086 件 9時～11時 1,529 件

令和３年

の順で上位を占めています。

18

6,697

18

令和４年

36

129,900

※　「管内人口」については、令和３年１２月３１日現在の住民基本台帳による。

33

17

508

19人に１人

6,050

20

22人に１人

573

7,446 6,700

131,870

救　急　活　動　の　概　要

尾道市消防局における令和４年中の救急出動件数は7,446件で、 6,697人を医療機関へ

前年と比べると、出場件数で746件(11.1％)増加し、搬送人員は647人（10.7％) 増加しており１日の平均

事故別出場件数では、急病が4,518件（60.6％)、一般負傷 1,243件(16.6％)、交通事故 407件（5.4％)

搬送しました。

出場件数は２０件で、住民19人に１人の割合で救急隊により搬送されたことになります。
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火
 
 

災

自
然
災
害

水
 
 

難

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
 
 

害

自
損
行
為

急
 
 

病

そ

の

他

出場件数 7,446 55 11 407 77 35 1,243 13 49 4,518 1,038

搬送人員 6,697 6 7 361 75 33 1,153 9 31 4,073 949 788

出場件数 616 4 29 6 122 2 5 367 81

搬送人員 567 28 6 115 2 4 339 73 52

出場件数 515 3 1 20 9 101 2 281 98

搬送人員 463 2 1 17 9 91 1 251 91 54

出場件数 561 12 1 22 5 94 4 342 81

搬送人員 498 1 23 5 89 1 308 71 65

出場件数 516 5 31 4 2 97 5 294 78

搬送人員 464 28 2 2 83 4 273 72 53

出場件数 562 4 1 38 4 7 102 4 324 78

搬送人員 511 2 1 32 4 7 98 0 2 292 73 52

出場件数 617 9 1 39 7 3 82 3 7 366 100

搬送人員 571 1 1 37 7 2 79 3 6 342 93 49

出場件数 684 3 1 27 5 5 104 2 2 445 90

搬送人員 630 1 27 5 5 92 1 2 417 80 59

出場件数 710 7 1 34 7 5 92 3 476 85

搬送人員 619 33 7 5 91 405 78 102

出場件数 655 43 9 4 112 7 391 89

搬送人員 594 37 9 3 106 3 355 81 63

出場件数 663 1 3 42 8 3 143 2 7 370 84

搬送人員 601 2 36 8 3 131 2 5 338 76 64

出場件数 615 3 1 50 3 2 91 1 4 374 86

搬送人員 545 41 3 2 82 1 2 335 79 75

出場件数 732 4 1 32 10 4 103 2 488 88

搬送人員 634 1 0 22 10 4 96 1 418 82 100

国
公立

公的 私的
国

公立
公的 私的

計 2,393 2,983 800 60 1 425486 35

区　　　分

 医療機関別搬送人員

小　計

その他
の場所

小　計

9月

10月

11月

救急告示医療機関

6,697 6,176

 月別救急業務状況

月
 

別

　
　　　種　別
　

 
　区　分
　

計

救　　　急　　　事　　　故　　　種　　　別

6月

不
 

搬
 

送

7月

その他の医療機関

4月

計

5月

1月

2月

3月

12月

8月
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　　　事故種別

 時間別

計

火
　
　
災

自
然
災
害

水
　
　
難

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
　
　
害

自
損
行
為

急
　
　
病

そ

の

他

計 7,446 55 11 407 77 35 1,243 13 49 4,518 1,038

　０～　２ 235 5 5 36 1 5 172 11

　２～　４ 209 1 3 1 1 26 3 1 165 8

　４～　６ 270 1 6 45 1 207 10

　６～　８ 472 2 1 41 2 79 1 5 328 13

　８～１０ 1,009 3 2 38 15 2 200 4 602 143

１０～１２ 1,086 6 3 65 13 13 181 4 521 280

１２～１４ 911 7 1 52 9 8 145 1 1 489 198

１４～１６ 778 7 1 64 19 3 138 1 5 406 134

１６～１８ 808 6 2 59 11 3 145 5 447 130

１８～２０ 689 14 43 4 1 104 5 459 59

２０～２２ 545 2 18 4 2 91 3 7 385 33

２２～２４ 434 2 13 1 53 3 6 337 19

　
　　　事故種別

 曜日別

計

火
　
　
災

自
然
災
害

水
　
　
難

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
　
　
害

自
損
行
為

急
　
　
病

そ

の

他

計 7,446 55 11 407 77 35 1,243 13 49 4,518 1,038

月  曜  日 1,137 5 2 50 13 5 194 2 10 681 175

火  曜  日 1,072 7 2 68 9 4 161 2 4 641 174

水  曜  日 1,018 13 49 18 4 169 10 592 163

木  曜  日 1,077 8 2 53 12 3 176 1 9 678 135

金  曜  日 1,130 5 4 58 13 3 175 1 7 666 198

土  曜  日 1,046 13 1 67 10 8 181 5 3 616 142

日  曜  日 966 4 62 2 8 187 2 6 644 51

 時間別救急出場状況

 曜日別救急出場状況
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計

火
　
 

災

自
然
災
害

水
 
 

難

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
 
 

害

自
損
行
為

急
 
 

病

そ

の

他

6,697 6 7 361 75 33 1,153 9 31 4,073 949

15 1 14

455 1 3 12 10 49 5 326 49

4,233 4 3 110 30 10 660 16 2,524 876

1,993 1 1 238 35 23 444 9 9 1,209 24

1 1

6,697 6 7 361 75 33 1,153 9 31 4,073 949

8 8

130 3 27 85 15

170 22 22 30 2 84 10

1,445 5 2 191 61 9 132 6 24 859 156

4,944 1 5 145 14 2 964 3 5 3,045 760

○　新生児　　　生後２８日未満の者

○　乳幼児　　　生後２８日以上満７才未満の者

○　少　 年　　　満７歳以上満１８歳未満の者

○　成　 人　　　満１８歳以上満６５歳未満の者

○　高齢者　　　満６５歳以上の者

自
損
行
為年齢別

　　　　事故種別
計

火
　
 

災

自
然
災
害

 事故種別搬送人員の傷病程度別状況

○　死亡とは、初診時において死亡が確認されたもの。
○　重症とは、３週間以上の入院加療を必要とするもの。
○　中等症とは、入院を必要とするもので、重症に至らないもの。
○　軽症とは、入院加療を必要としないもの。

　　　　事故種別
　
  程度別

計

死　　　　亡

備　　　　考

重　　　　症

中 　等 　症

軽　　　　症

 年齢区分別事故種別搬送人員の状況

不　　　　明

急
　
 

病

そ

の

他

水
　
 

難

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加
　
 

害

備　　考

乳 幼 児

少  　年

成　  人

高 齢 者

計

新 生 児
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3

6,697 1 38 862 4,504 1,238 54

1,110 1 20 263 656

801 35 245

167

1,153 3 113 803 229 5

361

病院収容所要時間状況

事故種別

　　　搬送人員 救急覚知から医療機関に収容するに要した時間別搬送人員

１０分未満 １０～２０分計 ２０～３０分 １２０分以上６０～１２０分

4,073 14 451 2,800 762 46

238

197

一

般

負

傷

そ

の

他

1 4 3 1,241

4123

20 46 1,124 11 303 8

5

３０～６０分

29

56

49

105

980

酸

素

投

与

交

通

事

故

32

心

肺

蘇

生

41

令和３年

4,445

31 153 1,202

17 92

計

交 通 事 故

184 1,373 1566,658

12 73 12一 般 負 傷

△は減

3

384 1 17

4,063 11,014

増　　減

血

圧

測

定

急 病

交 通 事 故

一 般 負 傷

そ の 他

20,634 233

1,106 2,761

774

256

399

243

事故種別管外搬送人員の前年比較

計

　　　　事故種別

年　別

計

518

急

病

令和４年

気

道

確

保

160165 29 4,202

応急処置

156

 事故種別応急処置状況

11,36316 43 34

そ

の

他

急 病

320 6,912

そ の 他

除

細

動

気

管

挿

管

薬

剤

投

与

136

事故種別

処

置

人

員

処

置

件

数

止

血

固

定

15 34 28

1,146 1,903

5,265

343 4,956
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 救急業務の推移

　　　　　　　区 分

 年 別

平成25年 6,982 36 6,512 57

平成26年 7,072 90 6,505 △ 7

平成27年 7,339 267 6,675 170

平成28年 7,159 △ 180 6,495 △ 180

平成29年 7,435 276 6,780 285

平成30年 7,293 △ 142 6,606 △ 175

令和元年(2019年） 7,147 △ 146 6,580 △ 25

令和２年 6,630 △ 517 6,031 △ 549

令和３年 6,700 70 6,050 △ 19

令和４年 7,446 746 6,697 647

　　　　　　署所別

 区　分

出　場　件　数 7,446 1,286 1,153 383 915 1,971 1,249 489

搬　送　人　員 6,697 1,144 1,054 351 852 1,782 1,110 404

不　　搬　　送 788 150 104 37 75 196 141 85

因島

本署

　※     増減については、前年との比較

 署所別救急業務状況

北

出張所

尾道

西署

出場件数 増　　減 搬送人員 増　　減 不搬送

735

516

611

711

605

710

719

合　　　　計
尾道

本署

向島

分署

御調

分署

686

628

瀬戸田

分

788
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　　　　年齢区分

新　生　児 乳　幼　児 少　　年 成　　人 高　齢　者

２８日未満 ２８日以上 ７歳以上 １８歳以上 ６５歳以上

　分類区分
７歳未満 １８歳未満 ６５歳未満

計 84 84 855 3,050 4,073

脳疾患 3 70 448 521

心疾患等 47 378 425

消化器系 4 5 114 287 410

呼吸器系 8 22 90 379 499

精神系 1 31 23 55

感覚系 2 7 26 67 102

泌尿器系 48 99 147

新生物 1 12 83 96

その他 53 26 216 570 865

不明確 17 19 201 716 953

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に分類できないものをいう。

○     脳疾患：脳血管疾患をいう。　　　　　　　○  泌尿器系：腎・尿路・生殖器系疾患をいう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○     心疾患：循環系疾患をいう。　　　　　　　○　新生物：胃の悪性新生物、その他悪性新生物及び

 急病に係る疾病分類別年齢区分別搬送人員の状況

計

○     消化器系：消化器系疾患をいう。　　  　　　 その他の新生物をいう。

○     呼吸器系：呼吸器系疾患をいう。　　　　○　その他：循環系から新生物までに分類された以外

○　　 精神系：精神及び行動の障害をいう。　　　 をいう。　　　　　　　　　　　　　　　

○     感覚系：神経系、感覚器疾患をいう。　 ○　不明確：徴候及び異常臨床所見・検査所見等で他
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火　災 交　通 水　難
風水害
自　然

機　械 建　物
ガ　ス
酸　欠

爆　発 その他 合計

8 21 8 2 3 1 15 58

8 10 5 1 2 1 12 39

5 11 5 1 1 2 11 36

34 83 36 8 12 4 49 226

164 196 76 21 8 10 178 653

58 80 24 6 9 3 52 232

96 96

256 359 136 35 29 17 375 1,207

18 17 8 4 8 4 23 82

55 42 34 5 3 79 218

13 26 15 3 30 87

96 96

86 85 57 9 11 7 228 483

8 20 8 2 3 1 13 55

43 44 17 4 2 2 38 150

2 1 3

10 19 9 2 1 1 16 58

16 26 8 2 3 1 16 72

2 3 6 2 9 22

10 15 25

91 112 48 12 9 5 108 385

住　居 6 1 2 9

その他 2 1 1 4

高速道 3 3

他道路 14 2 16

内水面 2 3 5

外水面 5 1 6

その他 1 1 1 9 12

1 1 1 3

8 21 8 2 3 1 15 58

住　居 5 2 7

その他

高速道 2 2

他道路 7 7

内水面 2 2

外水面 3 1 4

その他 1 1 1 8 11

1 2 3

5 11 5 1 1 2 11 36

救　助　人　員

救助隊員

項　　　目

出　動　件　数

発
生
場
所
救
助
人
員

合　　　　計

屋
内

屋
　
外

地　 　　下

そ　の　他

屋
　
外

地 　　　下

出
　
動
　
車
　
両

屋
内

 救助業務実施状況

消防団員

合　　　　計

出
動
人
員

合　　　　計

活　動　件　数

消防隊員

合　　　　計

救助工作車

救　急　車

救急隊員

発
生
場
所
出
動
件
数

指　揮　車

ポ ン プ 車

は し ご 車

救急隊員

消防団員

化　学　車

消防団車両

合　　　　計

そ　の　他

そ　の　他

活
動
人
員

救助隊員

消防隊員
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尾道市消防団関係  





西　暦 年　　　月 概    　　　　要

1876年   明治 9年  尾道町と後地村合併、尾道町となる。
1889年       22年  町制施行。（久保・尾崎・十四日・土堂・東御所・西御所に分かつ。）
1894年       27年  勅令により尾道消防組を組織する。
1898年       31年 4月  市制施行
1932年   昭和 7年 5月  尾道市消防組常備部設置
1937年       12年 4月  栗原町、吉和村と合併
1939年       14年 4月  警防団令の交付（昭和１４年勅令第２０号）により、旧消防組及び消防団

 を改組統合して尾道市警防団を設置する。（５分団、団員８３０名）
           5月  市内御所橋埋立地広場において、尾道市警防団結成式を挙行
           7月  沼隈郡山波町と合併。（尾道市警防団６分団、団員９３４名）
           7月  尾道市警防団旗拝受、十四日町艮神社にて奉告祭を執行

1940年 　　　15年12月　　　　      消防自動車１台を購入
1941年 　　　16年 5月　　　　      破壊器具輸送車３台、サイドカー１台購入
1942年 　　　17年10月　　　　      フォード・コンマアシャル・シャーシ自動車ポンプ１台購入

          12月  フォード・コンマアシャル・シャーシ自動車ポンプ１台購入
1943年 　　　18年 3月　　　　      尾道市警防団定数改正。（８０３名）
1944年 　　　19年11月　　　　      手挽ガソリンポンプ１台寄付受納。　（東京日本消防機械社製新フォード

 ３０馬力高圧マグネット式１,１１０円）
1945年 　　　20年 5月　　　　      消防艇１隻購入。（日産造船株式会社製　１１,３８３円）

           8月  大東亜戦争終結
1947年 　　　22年10月　　　　      消防団令の交付（昭和２２年勅令第１８５号）により、旧警防団を廃止し

 尾道市消防団として発足。（８分団、団員６５１名）
1949年       24年10月  機構改革により８分団８００名
1950年       25年 1月  尾道市消防団事務を尾道市役所公安保健課から尾道市消防本部へ移管
1951年       26年 4月  御調郡深田村の内、大字久田地区が尾道市に合併、久山田町と改称。

 （９分団８５０名）
          10月  機構改革により９分団７５０名

1953年       28年12月  機構改革により９分団７００名
1954年       29年 3月  御調郡美ノ郷村、木ノ庄村、原田村、尾道市に合併、美ノ郷町、木ノ庄町

 原田町と改称。（２１分団、１,４５３名）
1955年       30年 2月  沼隈郡高須村、西村、尾道市に合併、高須町、西藤町と改称。（２７分団

 １７６５名）
           4月  沼隈郡百島村、尾道市に合併、百島町と改称。（２８分団、１,８６５名）
          10月  高須分団のうち、１ケ分団松永市へ合併

1956年       31年11月  尾道市消防団事務を尾道市総務課へ移管
1957年       32年 1月  沼隈郡浦崎町、尾道市と合併、浦崎町と改称

          11月  機構改革に伴い、地区編成替、分団の統合。 （５地区１４分団、１,２１
 ０名）

1958年       33年12月  機材整備による人員削減。（１,１７０名）
1959年       34年 1月 （財）広島県消防協会長表彰、竿頭綬
1961年       36年11月  尾道市消防団事務を尾道市総務課から尾道市消防本部へ移管。 （１,１６

 ２名）
1966年       41年 3月  機構改革に伴い、分団、部の統合。

 （栗原分団を６部、原田分団を５部、西藤分団を３部に統合）
1967年       42年 3月  （財）日本消防協会から広報車１台寄贈
1968年       43年 9月  （財）広島県消防協会長表彰、表彰旗

沿　革
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西　暦 年　　　月 概    　　　　要

1969年   昭和44年 9月  近代化計画に伴い、１,１６２名を９５９名に減員
1970年       45年 4月  御調郡向東町、尾道市と合併。（６地区１５分団１,１５８名）

           9月  近代化計画に伴い、１,０５５名
1974年       49年 2月  消防団特別隊員発足式。（東、中、西分団）

           7月  消防団特別隊員解散式
1975年       50年 2月  （財）日本消防協会長表彰、竿頭綬
1977年       52年10月  機構改革に伴い、地区隊制廃止。（１,００２名）
1978年       53年 3月  自治体消防３０周年記念尾道消防大会。（於　消防本部前広場）

           4月  尾道市市制８０周年記念式典。（尾道市長表彰、竿頭綬）
1980年       55年 3月  消防庁長官表彰、竿頭綬
1983年       58年 7月  自治体消防３５周年記念大会。（於　栗原中学校）
1986年       61年 3月  消防庁長官表彰、表彰旗
1987年       62年10月  近代化計画に伴い、分団区域を小学校区とする。（１９分団７３２名）
1988年       63年 7月  自治体消防４０周年記念大会。（於　栗原小学校）
1989年   平成元年10月  近代化計画に伴い、７２４名
1991年        3年10月  近代化計画に伴い、７１４名
1993年        5年 9月  機構改革に伴い、役員任期を４月１日から翌々年の３月３１日までに改正
1994年        6年 4月  近代化計画に伴い、７１０名
1996年        8年 2月  （財）日本消防協会長表彰、竿頭綬

           4月  女性消防団員６名を任命。（広島県内で７番目）
1997年        9年 8月  （財）日本消防協会から、小型動力ポンプ付積載者１台寄贈

          11月  全国離島振興協議会から小型動力ポンプ１台寄贈
1998年       10年11月  尾道消防（自治体消防）５０周年記念大会。（於　市役所周辺）
2005年       17年 3月  御調郡御調町、向島町、尾道市と合併 （５方面隊、３０分団、１,１２８

 名）
2006年       18年 1月  因島市、瀬戸田町と合併（７方面隊、４５分団、１,７１６名）
2007年       19年 4月  方面隊編成替（８方面隊、４５分団、１,７１６名）
2008年 　　　20年 2月  (財）日本消防協会から指揮広報車1台寄贈
2008年 　　　20年11月  市政１１０年記念　消防フェア
2012年 　　　24年 2月 （財）日本消防協会定例表彰　表彰旗
2016年 　　　28年 7月  総務大臣感謝状の受贈

　　　28年12月 （公財）日本消防協会から指揮車1台寄贈
2018年 　　　30年12月  総務大臣感謝状の受贈
2019年 　　　31年 2月  防災功労者消防庁長官表彰
2019年 　令和元年 9月  防災功労者内閣総理大臣表彰
2020年 　　　 2年 3月  (公財) 日本消防協会定例表彰　特別表彰まとい

　　　 2年 3月  消防庁長官表彰（竿頭綬）尾道市消防局と共同受章
2022年 　　　 4年 2月 （公財）日本消防協会から指揮車1台寄贈
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　 久保分団

　 山波分団

　 高須分団

　 西藤分団

　 百島分団

　 浦崎分団

東 生 口 分 団

尾 道 市 消 防 団 組 織 図

消 防 団 本 部

団　    　　長

副    団    長

本 部 分 団 長

(令和５年４月１日現在）

生
口
方
面
隊

方面隊長

方面隊副隊長

瀬戸田西分団

瀬戸田南第２分団

瀬戸田南第１分団

名 荷 分 団

瀬戸田北分団

瀬 戸 田 分 団

高 根 分 団

（方面隊分団）

因 島 分 団

大 浜 分 団

重 井 分 団

田 熊 分 団

三 庄 分 団

中 庄 分 団

（方面隊分団） （方面隊分団）

土 生 分 団

因
島
北
方
面
隊

方面隊長 方面隊長

方面隊副隊長 方面隊副隊長

因
島
方
面
隊

西 藤 分 団

高 須 分 団

山 波 分 団

久 保 分 団

大 和 分 団

綾 目 分 団

百 島 分 団 吉 和 分 団 木ノ庄東分団 今 津 野 分 団

浦 崎 分 団 日 比 崎 分 団 原 田 分 団

（方面隊分団）（方面隊分団） （方面隊分団） （方面隊分団） （方面隊分団）

木ノ庄西分団

木 頃 分 団

方面隊副隊長 方面隊副隊長 方面隊副隊長

方面隊長 方面隊長 方面隊長 方面隊長 方面隊長

方面隊副隊長 方面隊副隊長

向
島
方
面
隊

尾
道
方
面
隊

尾
道
西
方
面
隊

尾
道
北
方
面
隊

御
調
方
面
隊

土 堂 分 団

長 江 分 団

三 成 分 団

栗 原 北 分 団 菅 野 分 団

久 山 田 分 団

栗 原 分 団

向 東 分 団

高 見 分 団

三 幸 分 団

向島中央西分団

向島中央東分団

河 内 分 団

市 分 団

上 川 辺 分 団

-
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-
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令和４年度の主な行事等 

 

4 月    広島県消防協会尾道支部、尾道市消防団員互助会総会 

5 月    新入団員及び部長以上の規律訓練 

  9 月   広島県内消防団規律訓練大会 

   11 月   全国女性消防団員活性化徳島大会   

  12 月   年末特別警戒（市内全域） 

1 月   尾道市消防出初式（向島運動公園） 

2 月   県防災ヘリコプター連携訓練 

2 月   女性消防団員活性化研修会(広島市) 

 

 

※ 消防器具庫４棟新築 

 



　　階級
年数

計 団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員

1,467   1      13     53     56     184    281    879     

(47) (1) (1) (2) (7) (36)

220     1           26 193     

(16) (1) (1) (14)

298     1      2      29     77     189     

(22) (1) (3) (18)

206     2      6      40     80     78      

(2) (2)

199     7      16     47     40     89      

(2) (2)

214     1      13     14     31     32     123     

(5) (1) (1) (1) (2)

182     4      18     10     28     12     110     

148     1      8      12     8      8      14     97      

25年以上
30年未満

30年以上

　※うち（　）は女性消防団員

5年未満

在職年数別団員数 令和５年４月１日現在　

計

15年以上
20年未満

10年以上
15年未満

20年以上
25年未満

5年以上
10年未満
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　　階級
年数

計 団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員

  1,467 53     56     184    281    879     
(47) (1) (1) (2) (7) (36)

-      

16     1      15      
(2) (2)
51     41      

110         19 83      
(3) (1) (2)

193    122     
(2) (2)

240    119     
(8) (8)

303    161     
(4) (4)

256    32     37     150     
(10) (1) (1) (8)
298    19     12     29     39     188     
(18) (1) (1) (1) (5) (10)

20歳未満

年齢別団員数 令和５年４月１日現在　

計 1      13     

59     

6      41     70     

21     12     

4      

50     

55歳以上 1      10     

45歳以上
50歳未満

2      

20歳以上
25歳未満

30歳以上
35歳未満

40歳以上
45歳未満

50歳以上
55歳未満

　※うち（　）は女性消防団員

3      18     16     

1      22     48     
35歳以上
40歳未満

8      

8      
25歳以上
30歳未満
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計 団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員
1,716 1,467 53    56    184   281   879   

(47) (1) (1) (2) (7) (36)

39    27    
(13) (13)
14    5     
(1) (1)
18    3     4     9     
(5) (1) (3) (1)

32    20    
(2) (2)

32    6     20    
(2) (1) (1)

62    8     47    
(4) (1) (3)
37    28    
(1) (1)
32    23    
(2) (2)

46    6     
(1) (1)

28    

34    

40    

8     

分団別定員と実員 令和５年４月１日現在　

      区分
分団別

定　員
実　　　　　　　　　　員

計 1     13    

久 保 30    

本 部 22    22    1     13    

1     1     4     6     

山 波 24    1     1     3     4     

長 江 23    1     1     

土 堂 24    22    1     1     3     4     13    

栗 原 36    23    1     2     5     8     7     

久 山 田 22    22    1     1     3     4     13    

栗 原 北 22    15    1     1     3     4     6     

吉 和 45    1     6     10    

日 比 崎 28    19    1     

10    

三 成 33    

2     

1     1     

29    

4     6     

1     4     6     7     

木 頃 33    28    1     1     4     6     16    

木 ノ 庄 西 33    36    1     1     4     6     24    

木 ノ 庄 東 23    21    1     1     3     4     12    

原 田 54    52    1     2     6     10    33    

高 須 45    35    1     2     6     10    16    

西 藤 33    31    1     1     4     6     19    

百 島 43    1     1     4     

浦 崎 88    1     2     8     14    

向 東 62    50    1     2     8     14    25    

菅 野 33    24    1     1     3     4     15    

上 川 辺 33    32    1     1     3     4     23    

市 66    1     2     4     

河 内 35    1     1     3     4     

今 津 野 32    1     1     3     4     

綾 目 32    27    1     1     3     4     18    

大 和 26    24    1     1     3     4     15    

向島中央東 39    1     1     4     6     

向島中央西 37    27    1     1     4     6     15    

三 幸 46    1     1     4     

高 見 34    33    1     1     4     6     21    

63    88    
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計 団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員
26    14    
(1) (1)

89    58    
(1) (1)

20 13 1 1 1 1 9
(20) (13) (1) (1) (1) (1) (9)

30    21    
(1) (1)

  ※うち（　）は女性消防団員

　　  区分
分団別

定　員
実　　　　　　　　　　員

土 生 32    1     1     4     6     

田 熊 55    46    1     2     6     10    27    

三 庄 48    34    1     2     6     10    15    

中 庄 110   1     2     10    18    

大 浜 40    22    1     1     4     6     10    

重 井 63    44    1     2     7     12    22    

東 生 口 35    27    1     

名 荷 20    14    

因 島

1     4     6     15    

1     

1     1     2     2     8     

31    

瀬 戸 田 北 26    25    1     3     4     16    

1     1     3     4     

瀬 戸 田 西 29    23    

瀬 戸 田

高 根 20    18    

3     

1     

4     14    

1     2     2     12    

瀬戸田南第一 26    18    

瀬戸田南第二 25    26    1     3     4     17    

1     1     3     4     9     

1     

1     1     
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消防ポンプ
自　動　車

小型動力
ポ ン プ

計 269         4           135         123         7           

本 部 6           6           

久 保 6           3           3           

山 波 4           2           2           

長 江 4           2           2           

土 堂 4           2           2           

栗 原 8           4           4           

久 山 田 4           2           2           

栗 原 北 4           2           2           

吉 和 10          5           5           

日 比 崎 6           3           3           

三 成 6           3           3           

木 頃 6           3           3           

木 ノ 庄 西 6           3           3           

木 ノ 庄 東 4           2           2           

原 田 10          5           5           

高 須 10          5           5           

西 藤 6           3           3           

百 島 6           3           3           

浦 崎 14          7           7           

向 東 14          7           7           

菅 野 4           2           2           

上 川 辺 4           2           2           

市 5           2           1           1           1           

河 内 4           2           2           

今 津 野 4           2           2           

綾 目 4           2           2           

大 和 4           2           2           

向 島 中 央 東 6           3           3           

向 島 中 央 西 6           3           3           

三 幸 6           3           3           

高 見 6           3           3           

分団別機械配置状況 令和５年４月１日現在　

積　載　車 その他の車両
消　防　ポ　ン　プ

計
区 分

分団別
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消防ポンプ
自　動　車

小型動力
ポ ン プ

積　載　車 その他の車両
消　防　ポ　ン　プ

計
区 分

分団別

土 生 5           3           2           

田 熊 6           1           4           1           

三 庄 6           4           2           

中 庄 17          9           8           

大 浜 4           3           1           

重 井 10          6           4           

因 島

東 生 口 5           3           2           

名 荷 2           1           1           

瀬 戸 田 北 4           2           2           

瀬 戸 田 3           1           1           1           

高 根 4           2           2           

瀬 戸 田 西 4           2           2           

瀬戸田南第２ 4           2           2           

瀬戸田南第１ 4           2           2           
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計 団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員

1,716 1     13    53    56    184   281   1,128 

82,500 69,000 50,500 45,500 37,000 37,000 36,500 

消 防 庁 日本消防 県 消 防 県消防協会

長 官 協 会 長 協 会 長 支 部 長

2     6     97    41    21    134   62    -     6     

団員表彰状況 令和４年度中　

団 長種 別 叙 勲 県 知 事 消防局長市 長

令和５年４月１日現在　

 ○ 水火災等の災害に従事した場合。市長・消防局長・消防団長が召集又は

　　　　    階
級

職 務 報 酬
（年額円）

定員・報酬・手当

定　　　  員

出 動 手 当
　　命令した訓練に従事した場合（２時間毎に2,000円）

 ○ その他（２時間毎に1,500円）
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